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おことわり
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 はじめに

このたびは、位置制御ユニット用サポートツール CX-Positionをお買い上げいただきま
して、ありがとうございます。
CX-Position は、Windows95/98/2000、WindowsNT4.0 上で動作し、位置制御ユニッ
ト 形 CS1W-NC□□□、形 CJ1W-NC□□□（以降、本書では NCユニットと表記し
ます）で使用する各種データの作成と NC ユニットの動作状態をモニタするソフトウ
ェアです。

本書は、CX-Positionの仕様、操作方法について詳しく説明した解説書です。機能、操
作方法などについて十分にご理解いただき、CX-Positionを正しくご使用ください。
なお、ご使用の際は、NC ユニット本体のユーザーズマニュアル（SBCE-311／
SBCE-315）を併せてご覧ください。

対象となる読者の方々

本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で
・FA機器の導入を担当される方
・FAシステムを設計される方
・FA現場を管理される方

お願い

・本製品は、一般仕様の範囲内でお使いください。

・次に示すような条件や環境で使用する場合は、定格、機能に対して余裕を持った使い
方やフェールセーフなどの安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担当
者までご相談くださいますようお願いいたします。
（1）本マニュアルに記載のない条件や環境での使用
（2）原子力制御・鉄道施設・航空施設・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機械・安

全機器などへの使用
（3）人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途への使用

・本マニュアルは、CX-Positionを使用する上で、必要な情報を記載しています。お使
いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。また、お読み
になった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元においてお使いください。

海外でのご使用について

本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（また
は技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場合は、同法に基づく輸
出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。
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 安全上のご注意

安全に使用していただくための表示と意味について

本マニュアルでは、CX-Positionを安全に使用していただくために、注意事項を次のよ
うな表示と図記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必ず守ってくだ
さい。
表示と意味は次のとおりです。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷�
を負う可能性が想定される内容を示します。�警告�

誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、�
物的損害の発生が想定される内容を示します。�注意�

図記号の説明

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な注意」を表します。

△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

●記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、●の中の文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。
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警告

通電中は、分解しないでください。

感電の恐れがあります。

通電中は、端子に触れないでください。

感電の恐れがあります。

注意

NCユニットへパラメータやデータを転送した後は、必ずフラッ
シュメモリへのバックアップを行ってください。
行わない場合は、次の電源投入時に転送前の状態に戻ってしまい、
機械が誤動作する可能性があります。

他ノードへパラメータやデータを転送するときは、変更先ノード
の安全を確認してから行ってください。
けがをする恐れがあります。

メモリ運転中およびモータが動作している状態では、データの保存
（フラッシュメモリへの書き込み）を実行しないでください。
想定しない動作をする恐れがあります。
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 使用上のお願い

CX-Positionを使用する際には、次のことに気を付けてください。

・NCユニットへパラメータやデータを転送するときは、号機 No.をよく確認してから
転送してください。

・設定したパラメータやデータは、十分な動作確認を行った後、本運転に移行してくだ
さい。

・パラメータ内の次の設定を変更したときは、NCユニットに転送し、フラッシュメモ
リ書込みを実行後、必ずユニットの電源を入れ直すか、高機能 I/Oユニットとしての
リスタートをしてください。そのままでは、設定は変更されません。
・出力パルス選択
・限界入力信号種別
・原点近傍入力信号種別
・原点入力信号種別
・即停止入力機能
・原点未確定指定
・動作モード選択
・原点サーチ動作
・原点検出方法
・原点サーチ方向

・フラッシュメモリ書き込み中は、ユニットの電源を OFFにしないでください。最悪
の場合は、フラッシュメモリが故障する原因となります。

・次の操作は、設備に影響がないことを確認した上で行ってください。
・PCの動作モード切替え
・現在値や設定値の変更
・接点の強制セット／リセット

・CX-Positionをインストール／アンインストールしている最中に、パソコンの電源を
OFFにしないでください。最悪の場合、パソコンのデータが壊れる原因となります。
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 正しい使い方

・本マニュアルに示すとおり、正しく設置してください。

・次のような環境には設置しないでください。
・日光が直接当る場所
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
・温度の変化が急激で結露するような場所
・腐蝕性ガス、可燃性ガスのある場所
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

・次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所
・強い電界や磁界が生じる場所
・放射能を被曝する恐れのある場所
・電源線が近くを通る場所



7

 参照マニュアル

CX-Positionをご使用の際は、各 NCユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

使用する NCユニットの形式 参照マニュアル

形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 位置制御ユニット 形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433
ユーザーズマニュアル（SBCE-311）

形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 位置制御ユニット 形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433
ユーザーズマニュアル（SBCE-315）
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 マニュアル改定履歴

マニュアル改訂記号は、表表紙・裏表紙の左下に記載されている Man.No.の後尾に付
記されます。

Man. No. SBCE-316

改訂記号 改訂年月 改訂理由・改訂ページ

－ 2001年　6月 初版

改訂記号
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このソフトウェアをご使用になる前によくお読み下さい。

保証およびアフターサービスは登録票により登録されたお客様のみに提供されます。添付の
登録票に必要事項を記入のうえ、オムロン株式会社あてにご送付下さい。
もしお客様が以下のソフトウェア使用許諾契約に同意しない場合、お買い求めいただいた販
売店にご返却下さい。

ソフトウェア使用許諾契約書

本契約は、オムロン株式会社がお客様にソフトウェアを使用許諾する条件を定めたものです。

1 著作権
このソフトウェア（コンピュータ・プログラムおよびそれに関連する技術資料等のすべて
を含みます）の著作権はオムロン株式会社にあります。

2 使用許諾
お客様は、コンピュータ１台に対し、コンピュータ・プログラムをコピーし、そのコンピ
ュータで利用することができます。

3 複製
お客様は、前項の場合を除いて、このソフトウェアの全部または一部を複製することはで
きません。

4 変更、改良について
お客様ご自身がご利用になる場合のみ、このソフトウェアの変更、改造を行うことができま

す。ただし、お客様の変更、改造により何らかの欠陥が生じた場合、および、このような変

更、改造の結果、お客様に損害が生じた場合につきましては、弊社は責任を負いかねます。

5 譲渡等
お客様は、第三者に対してソフトウェアを譲渡、貸与、使用許諾その他の方法で使用させ
ることはできません。

6 保証およびアフターサービスについて
弊社は、「登録票」をご返送していただいたお客様に対し、以下のように保証し、アフタ
ーサービスを提供します。

①弊社の責任によりコンピュータプログラムが正常に機能しない場合は、製品のご
購入日より１年間は無償で修理、または交換いたします。

②弊社が知り得たプログラムの欠陥（マニュアルとの重要な不一致）や製品改良（バ
ージョンアップ）情報など、必要な情報をお知らせします。

7 免責
(1)前条に定めるソフトウェアの修理または交換は、弊社のソフトウェアの保証責任のす
べてを定めるものであり、弊社はソフトウェアの欠陥により発生した、お客様の直接
的、間接的あるいは波及効果による損害に対して一切の責任を負いません。

(2)ソフトウェアのご使用により、万一、お客様に損害が生じた場合におきましても、本
契約に定める責任以外の責任は負いかねます。

(3)弊社がお客様の損害について責任を負ういかなる場合においても、弊社の責任はお客
様がソフトウェア使用許諾代金として支払った金額を越えることはありません。
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 表記について

本マニュアルでは、特に操作の項目を以下のように記述しています。

●表記の例

［　　］.......メニュー名、キー、ダイアログボックス名、ボタン名などを示します。
表中などで、明らかにメニュー名だと分かるところでは、［　　］を付
けていない場合もあります。
例：［ファイル］メニュー、［Tab］キー、［検索］ダイアログボックス、

［OK］ボタン

｜..................メニューの階層を示します。
メニューの階層が多い場合、下記の様に「｜」を使用して、省略してい
る場合があります。
例： ［ファイル］｜［新規作成］｜［プログラム］を選び（クリックし）

ます。
［ファイル］メニューから［新規作成］を選び（クリックし）、サ
ブメニューから［プログラム］を選ぶ（クリックする）ことを示し
ます。

［ ］+［ ］ ...複数のキーを同時に押すことを示します。
表中などで、明らかにキーだと分かるところでは、［ ］を付けていない
場合もあります。
例： ［Ctrl］+［S］

［Ctrl］キーを押しながら、［S］キーを押します。

クリック 左クリックすることを示します。

本書では、左クリック／左ダブルクリックをクリック／ダブルクリック
と省略して表記しています。右クリックの場合は、右クリックと表記し
ています。
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第 1章
CX-Positionの概要

ここでは、CX-Positionの概要、機能、システム構成について説明しています。
CX-Positionをご使用になる前に必ずお読みください。
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1－1　CX-Positionとは

■CX-Positionとは
CX-Positionは、位置制御ユニット（以下「NCユニット」と略します）で使用する各
種データの設定と転送、データの保存／印刷、NCユニットの動作状況をモニタできる
ソフトウェアです。
本ソフトは、Windows95/98/2000、WindowsNT4.0上で動作します。

NCユニット�

Windows搭載パソコン�NCユニットで使用する
各種データを設定して
転送します。�
例えば、パラメータデ
ータ、位置データなど�

NCユニットの動作状
況のモニタリング�
例えば、現在位置、入
出力の状態、エラー表
示など�

■使用できる NCユニット
CX-Positionは、以下に示す NCユニットに対応しています。

CX-Position対応 NCユニット形式 対応 PC機種
形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433 CSシリーズ
形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433 CJシリーズ

システム構成については、「1－2　システム構成」を参照してください。
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■特長

●プロジェクトによるデータ管理、編集可能

複数の PC（最大 1000台）上の複数の NCユニットのデータ（最大 96台/1PC上）を
1つのプロジェクトとして管理します。
プロジェクトの下に複数の PC、PC の下に複数の NC ユニット、NC ユニットの下に
パラメータデータ、シーケンスデータ、速度データ、加減速データ、ドウェルタイマ、
ゾーンデータが、ツリー上に表示されます。

●NCユニットの各種データを個別に編集または再利用可能
NCユニットのパラメータ、シーケンス、速度などの各種データを、プロジェクトツリ
ー上の PC間で、NCユニット単位で移動またはコピー（データの上書きのみ）するこ
とができます。
これにより、同一または類似のデータを、PC間または NCユニット間で編集または再
利用することが可能です。

●ネットワーク上の NCユニットとも通信可能
FinsGatewayを介して、NCユニットと通信します。
FinsGatewayドライバ種類に応じて、上位リンク（SYSWAY-CV）、Ethernetを介し
て、NC ユニットとのオンライン操作（パラメータ、シーケンスなどのデータ転送/照
合、モニタなど）が可能です。

●プロジェクトの自動生成（設定）が可能

オンラインで接続している PCの装着 NCユニットの情報を読み出して、それをもとに
プロジェクトを自動生成（設定）することが可能です。（さらに、NCユニットのデー
タをアップロードして、プロジェクトを自動生成することもできます。）
これにより、オフラインでプロジェクトを新規作成した上でオンライン接続する手間が
不要となります。

●SYSMAC-NCTで作成した形 C200HW-NC□□□のデータをインポート可能
SYSMAC-NCT で作成した形 C200HW-NC□□□のデータ（＊.ncm）をインポートし
て、形 CS1W-NC□□□または形 CJS1W-NC□□□のデータとして利用することが可
能です。
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■使用できるパソコン

CX-Positionが使用できるパソコンの条件は、以下のとおりです。
項目 条件

パソコン DOS/Vパソコン
オペレーティングシステム Windows95/98/2000、WindowsNT4.0
CPU Pentium 100MHz以上
メモリ 32Mバイト以上
ハードディスクドライブ 100Mバイト以上
CD-ROMドライブ 1台以上
モニタ SVGA（800×600ピクセル）以上

■CX-Positionで作成するデータ
CX-Positionで作成するデータは、以下のプロジェクトファイルです。拡張子は「.nci」
です。

プロジェクトファイル
（＊.nci）

PC

PC

NC
NC
NC
NC

NC

パラメータデータ
シーケンスデータ
速度データ
加減速データ
ドウェルタイマデータ
ゾーンデータ

最大1000
のPC

最大96(*1)ユニット

PC：PC（CPUユニット）単位でのデータです。
　　 1プロジェクトファイルで最大PC1000台です。
NC：NCユニット1台の全データです。

＊1：占有号機数と消費電流により制限されます。

■ソフトウェア構造

CX-Positionは、FinsGatewayを介して、NCユニットとデータ交換（オンライン通信）
します。したがって、オンライン機能を実行するためには、FinsGateway Version2
Enbedded Edition、または FinsGateway Version3 Embedded Editionを同一パソコン
にインストールしていることが必要です。
インストールディスクには、FinsGateway Version3 Enbedded Editionがバンドルさ
れています。
通信方法（ネットワークタイプ）は、FinsGatewayの使用ドライバによります。
例えば、RS-232C ポートを介して上位リンク（SYSWAY-CV）で接続する場合は、
FinsGateway　SerialUnitドライバを使用します。

CX-Position
FinsGateway

SerialUnitドライバ ETN_UNITドライバ
上位リンク（SYSWAY-CV）
（ペリフェラルまたは RS-232C）

Ethernet

注：CX-Positionは、SerialUnitドライバと Ethernetでのみ動作可能です。
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■構成品の確認

ご購入いただいた CX-Positionの構成品を確認してください。

●CX-Positionの形式

品　名 形　式 セットアップディスク

CX-Position 形WS02-NCTC1-J CD-ROM

●CX-Positionの構成品
CX-Positionの構成品は次のとおりです。付属品をご確認ください。
セットアップディスク（CD-ROM） ..........................................1枚
オペレーションマニュアル（本マニュアル） ............................1冊
ソフトウェア使用許諾契約書／ユーザ登録はがき.....................1枚

Man. No. SBCE-316

オペレーションマニュアル

SYSMAC
プログラマブルコントローラ

SYSMAC

登　　録　　票

ソフトウェア使用許諾契約書

形式
バージョン
ライセンス番号

が記載されています。

「ソフトウェア使用許諾契約書／ユーザ登録はがき」に、インストール時に必要なライ

センス番号が記載されています。
紛失しないように大切に保管してください。

お願い
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1－2　システム構成

位置制御ユニットのシステム構成を以下に示します。
ここでは、形 CS1W-NC413/433でのシステム構成例を示します。形 CS1W-NC213/233
の場合は 2軸、形 CS1W-NC113/133の場合は 1軸制御となります。

CX-Programmer
ラダープログラムの
作成／転送
モニタリング
ファイル管理など

CX-Position
データの作成／転送
NCモニタ
ファイル管理など

NCユニット
（形CS1W-NC413/433）

電源ユニット

ツールバス／上位リンク

CCW 限界入力
CW　限界入力
原点入力
原点近傍入力
即停止入力
割り込み入力

I/F用24V電源

外部入力

CPUユニット
（形CS1シリーズ）

ステッピング
モータドライバ

サーボ
モータ  ドライバ

または

ステッピングモータ サーボモータ

CCW 限界入力
CW　限界入力
原点入力
原点近傍入力
即停止入力
割り込み入力

I/F用24V電源

外部入力

ステッピング
モータドライバ

サーボ
モータ  ドライバ

または

ステッピングモータ サーボモータ

注 1：ドライバ間専用ケーブルは、当社製 U、H、Mシリーズ用が用意されています。ユーザで
作成することも可能です。

注 2：専用端子台への接続は、専用ケーブルが用意されています。ユーザで作成することも可能
です。

注 3：ABSエンコーダを使用するときは、データバックアップ用の電池が必要です。
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1－3　機能一覧

名称 機能 内容 参照項

プロジェクト作成 プロジェクトファイル（＊.nci）を作成します。 3－1項
PC作成 プロジェクト上に、PC機種を指定して、PCデータを追加し

ます。
3－2項

NC作成 プロジェクト上の PCに NCユニットを指定して、NCデータ
を追加します。

3－3項

プロジェクト編集

PC／NC編集 プロジェクトから PC／NCのプロパティ設定、削除、NCの切
り取り／コピー／貼り付け、NCのデータ部分の貼り付け、ド
ラッグ＆ドロップなどの編集を行います。

3－3項

パラメータデータを編集します。 4－3項
シーケンスデータを編集します。 4－4項
速度データを編集します。 4－5項
加減速時間データを編集します。 4－6項
ドウェルタイマデータを編集します。 4－7項

NCのデータ編集 編集

ゾーンデータを編集します。 4－8項
セーブ プロジェクト上のすべてのデータをプロジェクトファイル

（＊.nci）として保存します。
5－1項プロジェクトファ

イルへのセーブ／
ロード ロード プロジェクトファイル（＊.nci）をプロジェクトへ読み出しま

す。
5－2項

NCTデータファイ
ルのインポート

インポート SYSMAC-NCTで作成したデータファイルを、CX-Positionの
プロジェクトにインポートします。

5－2項

ダウンロード／ア
ップロード／照合

データをダウンロード／アップロード／照合します。 7－1項、
7－2項、
7－3項

フラッシュメモリ
書き込み

データをフラッシュメモリに書き込みます。 7－4項

NCモニタ NCユニットのシーケンス No.、現在位置、入出力の状態、エ
ラーコードを画面に表示します。

8－1項

多号機モニタ 4ユニット分の NCユニットのシーケンス No.、現在位置を画
面に表示します。

8－2項

プロジェクトの自
動設定

オンラインで接続している指定PCの装着NCユニットの情報
を読み出して、それをもとにプロジェクトツリーを作成しま
す（「データのアップロード」をチェックしておくと、指定
PCの全 NCユニットのデータ自体も読み込んでプロジェクト
に組み込みます。

8－3項

運転用リレーエリ
アのモニタ

CPUユニットの運転用リレーエリアをモニタします。 8－4項

運転用データエリ
アのモニタ

CPUユニットの運転用データエリアをモニタします。 8－5項

オンライン

NCユニットの異
常履歴モニタ

1NCユニットあたり最大 20件のNCユニット内の異常履歴を
モニタします。

10－1項
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1－4　SYSMAC-NCTとの比較

項目 CX-Position SYSMAC-NCT
対象 NC（位置制御）
ユニット

形 CS1W-NC□□□
形 CJ1W-NC□□□

形 C200HW-NC□□□
形 C500-NC□□□

作成ファイル ・プロジェクトファイル（*.nci）
：複数（最大 1000台分）の PCに装着の複
数の NCユニットのデータから成る

・データファイル（C200HW-NC：＊.ncm、形
C500-NC：＊.ncl）

：1台の NCユニットのデータから成る
プロジェクトによる
管理、編集

可能
プロジェクト内で、NCユニット単位（デー
タ一括）でのドラッグ&ドロップ（コピー&
ペースト）操作による、移動／コピー（注）
が可能（同一 PC内可能、PC-PC間可能）
注：コピーの場合は、コピー先の NCユニットの
データを上書きします。NCユニットのデー
タのアイコンごとコピーされるものではあ

りません。

不可
データは、一括のみ（NCユニット単位で移動／
コピー不可）

PCとの接続方法 ・CPUユニットまたはシリアルコミュニケ
ーションユニット／ボードのRS-232Cポ
ートへの RS-232Cケーブルによる接続

・CPUユニットのペリフェラルポートへの
ペリフェラルケーブルへの接続、または
Ethernet経由

CPUユニットのRS-232CポートへのRS-232Cケ
ーブルによる接続

PCとの接続用ネッ
トワークタイプ

FinsGatewayの使用ドライバにより、以下
から選択可能。
・上位リンク（SYWAY-CV）、（RS-232C）
・Ethernet（Ethernetボード経由）

上位リンク（RS-232C）のみ

10進／16進の表示
形式選択

可能 不可（10進のみ）

表示フォントサイズ
の変更

可能 不可

NCユニットの異常
履歴表示

可能 なし
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1－5　操作手順

CX-Position および FinsGateway をパソコンにインストールし、各種データを作成し
て、NCユニットへ転送して使用するまでの手順を以下の示します。

CX-Positionのインストール 2-1項 参照

FinsGatewayのインストール 2-1項 参照

CPUユニットの内蔵RS-232Cポート 2-2項 参照
との接続

CX-Positionの起動 2-3項 参照

プロジェクトの新規作成 3-1項 参照

プロジェクトへのPCの追加（作成） 3-2項 参照

プロジェクトのPCへのNCの追加 3-3項 参照
（作成）

NCデータの作成／編集 第4章 参照

プロジェクトの保存 第5章 参照

NCユニット／CPUユニットの初期設定 第6-1項 参照

FinsGatewayの通信設定／起動 第6-2項 参照

NCユニットへのダウンロード 7-1項 参照

NCユニットのフラッシュメモリ 7-4項 参照
へのデータの書込み

NCユニットでの位置決め 使用するNCユニットのユーザーズ
マニュアルを参照してください。

NCモニタ 第8章 参照

オ
フ
ラ
イ
ン
操
作

オ
ン
ラ
イ
ン
操
作

ただし、このとき、[ネットワーク設定]内のネッ

トワークアドレス、ノードアドレスは、

FinsGatewayの設定に合わせることが必要です。

[ネットワーク設定]内の

・ネットワークアドレス：

FinsGatewayの[ネットワークタブ]内の「ネッ

トワーク番号」と一致させる（上位リンク接続

時はデフォルトで0）。

・ノードアドレス：

FinsGatewayの[ノード]タブ内の「Node#」と

一致させる（上位リンクで接続時はデフォルト

で240）。
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第 2章
セットアップと基本操作

CX-Positionのインストール、PCとの接続と基本操作について説明します。
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2－1　インストール

CX-Positionを使用するには、以下のソフトを同一パソコンにインストールすることが
必要です。
1)CX-Position
2)FinsGateway Version3（Embedded版）

・本 CX-Positionは、FinsGateway Version3（Embedded版）をバンドルしています。
・FinsGateway Version3（Embedded版）がインストールされていない場合は、CX-

Positionを起動することはできますが、オフラインでの操作だけが可能です。オンラ
イン操作を行うことはできません。

・CX-Positionは、FinsGateway Version2でも使用可能です。
・FinsGatewayをインストールする前に行うべき事柄については、CD-ROM内の

FinsGatewayのユーザーズマニュアル（PDFデータ）を参照してください。

■CX-Positionと FinsGatewayをインストールするには
本インストールでは、CX-Position、FinsGateway と SerialUnit ドライバ、および
Ethernetドライバがインストールされます。

1 CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2 セットアップの準備中のダイアログボックスが表示された後、次の画面が表示さ
れます。

参　考
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3 [次へ]をクリックします。「使用許諾契約]ダイアログボックスが表示されます。

4 [はい]をクリックし、ライセンス番号（ソフトウェア使用許諾契約書／ユーザ登録
はがきに記載されています）を入力すると、以下の[インストール先の選択]ダイア
ログボックスが表示されます。

5 CX-Positionをインストールするドライブとフォルダを指定します。
デフォルトでは、以下のようになっています。
C:¥ Program Files¥OMRON¥CX-Position

表示されているフォルダにインストールする場合は、変更する必要はありません。
変更する場合は、[参照]ボタンをクリックして、ドライブとフォルダを選択します。

6 [次へ]をクリックします。[プログラムフォルダの選択]ダイアログボックスが表示
されます。プログラムフォルダを選択します。デフォルトでは、「CX-Position」
となっています。

7 [次へ]をクリックします。[CX-Position　セットアップ]ダイアログボックスが表
示され、インストールを開始します。
引き続き FinsGatewayのインストールを確認する画面が表示されます。
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8 [はい]をクリックします。
FinsGateway がすでにインストールされている場合は、[いいえ]をクリックしま
す。
FinsGatewayと SerialUnitドライバをインストールする画面が表示されます。

9 [次へ]をクリックします。以下の[ユーザの登録]ダイアログボックスが表示されま
す。

10 名前と組織名を入力した後、[OK]をクリックします。
[確認]ダイアログボックスが表示されます。
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11 [はい]をクリックします。以下の[インストール先の選択]ダイアログボックスが表
示されます。

12 FinsGatewayをインストールするドライブとフォルダを指定します。
デフォルトでは、以下のようになっています。
C:¥ Program Files¥OMRON¥FinsServer95
表示されているフォルダにインストールする場合は、変更する必要はありません。
変更する場合は、[参照]をクリックして、ドライブとフォルダを選択します。

13 [次へ]をクリックします。[プログラムフォルダの選択]ダイアログボックスが表示
されます。プログラムフォルダを選択します。デフォルトでは、「FinsGateway」
となっています。
表示されているフォルダにインストールする場合は、変更する必要はありません。
変更する場合は、[参照]をクリックして、ドライブとフォルダを選択します。

14 [次へ]をクリックします。インストールを開始します。
引き続き、FinsGatewayと ETN_UNITドライバをインストールする画面が表示
されます。
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15 [次へ]をクリックします。[現在インストールされている商品]ダイアログボックス
が表示されます。すでに FinsGateway と SerialUnit ドライバがインストールさ
れていますので、「現在の設定：」のところに「FinsGateway+SerialUnit
Embedded(3.0)」と表示されます。

16 [次へ]をクリックします。以下の[ユーザの登録]ダイアログボックスが表示されま
す。

17 名前と組織名を入力した後、[OK]をクリックします。
[確認]ダイアログボックスが表示されます。

18 [はい]をクリックします。[プログラムフォルダの選択]ダイアログボックスが表示
されます。プログラムフォルダを選択します。デフォルトでは、「FinsGateway」
となっています。
表示されているフォルダにインストールする場合は、変更する必要はありません。
変更する場合は、[参照]をクリックして、ドライブとフォルダを選択します。

19 [次へ]をクリックします。インストールを開始します。インストールが完了すると、
以下の画面が表示されます。

20 [完了]をクリックします。

インストールの最中に、パソコンの電源を OFFにしたり、リセットしないでください。
パソコンのデータが壊れる恐れがあります。

お願い
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■CX-Positionまたは FinsGatewayをアンインスールするには

●CX-Positionをアンインストールするには
CX-Positionをパソコンから削除するには、次の操作を行います。

1 タスクバーの[スタート]ボタンをクリックし、[設定]をポイントします。

2 [コントロールパネル]をクリックします。

3 [アプリケーションの追加と削除]アイコンを左ダブルクリックします。

4 [アプリケーションの追加と削除のプロパティ]ダイアログボックスが表示されま
す。

[セットアップと削除]の一覧表示から「CX-Position」を選択して、[追加と削除]
ボタンをクリックします。

5 確認画面の[OK]ボタンをクリックします。CX-Position がパソコンから削除され
ます。

●FinsGatewayをアンインストールするには
FinsGatewayをパソコンから削除するには、次の操作を行います。

1 タスクバーの[スタート]ボタンをクリックし、[設定]をポイントします。

2 [コントロールパネル]をクリックします。

3 [アプリケーションの追加と削除]アイコンを左ダブルクリックします。

4 [アプリケーションの追加と削除のプロパティ]ダイアログボックスが表示されま
す。

[セットアップと削除 ]の一覧表示から「OMRON FinsGateway＋SerialUnit
Embedded Edition」を選択して、[追加と削除]ボタンをクリックします。

5 確認画面の[OK]ボタンをクリックします。FinsGateway と SerialUnit ドライバ
がパソコンから削除されます。

6 [アプリケーションの追加と削除のプロパティ]ダイアログボックスの[セットアッ
プと削除 ]の一覧表示から「OMRON FinsGateway＋ETN_UNIT Embedded
Edition」を選択して、[追加と削除]ボタンをクリックします。

7 確認画面の[OK]ボタンをクリックします。FinsGatewayと ETN_UNITドライバ
がパソコンから削除されます。

CX-Position、FinsGateway Version3を起動した状態でアンインストールは行わないで
ください。正常にアンインストールが行われない場合があります。

お願い
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2－2　PCとの接続

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフト（CX-Programmer／CX-
Protocol／CX-Motionなど）、または専用シリアルドライバ利用のアプリケーション
が、オンライン接続中の場合、それらと同一の COMポートを使用して、CX-Position
からオンライン操作をすることはできません。

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフトまたは専用シリアルドライ
バ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、 FinsGatewayの SerialUnitの
サービスを開始した上で、再度オンライン操作を実行してください。
逆に、CX-Positionをオンライン操作中には、CX-Serverによって通信をするオムロ
ン製のツールソフトを同一 COMポートを使用してオンライン接続することはでき
ません。

CX-Positionは、以下のいずれかの方法によって、PCと接続することができます。
ネットワークタイプ パソコン側 FinsGateway通信ドライバ
上位リンク（SYSWAY-CV）
＊1

RS-232Cポート SerialUnitドライバ
（SYSWAY-CV）

Ethernet Ethernetボード（または内蔵ポート） Ethernetドライバ

＊１：上位リンク経由 Controller Link／SYSMAC LINK／Ethernetネットワーク上の PCに対
して（PCのゲートウェイ機能により）接続することもできます。

なお、FinsGateway Version2の各ドライバでも使用可能です。
本 CX-Positionは、FinsGateway Version3（Embedded版）をバンドルしています。
以下では、FinsGateway Version3のドライバで説明します。

FinsGateway通信ドライバの起動は、以下の操作によります。
詳細は、「6－2　FinsGatewayの設定／起動」を参照してください。

1 [スタート]メニューから[プログラム]｜[FinsGateway]｜[FinsGateway の設定]を
選択します。

2 [基本]タブ内の[ネットワーク]の下の[ドライバ]の下の各通信ドライバを選択し、
[プロパティ]をクリックして、各種の設定（使用 COMポート、通信プロトコル＊１、
通信条件などを設定）をします。

＊1：例えば、上位リンク（SYSWAY-CV）で接続するときは、「SYSWAY-CV」を選択
します。

3 [基本]タブ内の[サービス]の下の各通信ドライバ（サービス）を選択し、[開始]ボ
タンをクリックします。

お願い
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■上位リンク（SYSWAY-CV）で接続するには
上位リンクで接続する場合は、FinsGateway Version3 の SerialUnit ドライバを使用
します。
上位リンク（SYSWAY-CV）によって、PC のペリフェラルポートまたは RS-232C ポ
ートと接続します。

接続方法

NEC

PC-9801BX

10pin

9pin
オス

9pinメス

形CS1W-CN118（0.1m）＊1

形CS1W-CN226（2.0m）
形CS1W-CN626（6.0m）

形CS1W-CN118＊1

形CS1W-CN226
形CS1W-CN626

ペリフェラルポート
10pinメス

NEC

PC-9801BX

9pin
メス

9pin
オス

9pin
オス 9pinオス

9pinメス RS-232Cポート
9pinメス

形XW2Z-200S-CV / 200S-V（2.0m）
形XW2Z-500S-CV / 500S-V（5.0m）

形XW2Z-200S-CV / -200S-V
形XW2Z-500S-CV / -500S-V

ペリフェラルポートに接続時 RS-232Cポートに接続時パソコン

DOS/V
パソコン

9pin
メス

＊1：形 CS1W-CN118は、右記の RS-232Cケーブル（形 XW2Z-□□□□-□□）を使用して、
下記のように CPUユニットのペリフェラルポートに接続するときに使用します。

NEC

PC-9801BX

形CS1W-CN118

ペリフェラルポート

RS-232Cケーブル

CS/CJシリーズの場合、シリアルコミュニケーションボード／ユニットのポートと接
続することもできます。その場合のプロトコルは「上位リンク（SYSWAY-CV）」だけ
が可能です。

接続ケーブル一覧
ユニット ユニット側のポー

ト
パソコン パソコン側ポ

ート
FinsGateway
通信ドライバ

プロトコル
(シリアル通信
モード)

形式 長さ ケーブル
備考

形 CS1W-CN226 2m内蔵ペリフェラル
ポート

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SYSWAY-CV
形 CS1W-CN626 6m

－

形 XW2Z-200S-CV 2m

CPUユニット

内蔵 RS-232Cポー
ト D-SUB 9ピンメ
ス

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SYSWAY-CV
形 XW2Z-500S-CV 5m

ESD（静電
気）対策コネ
クタを使用

形 XW2Z-200S-CV 2mシリアルコミュ
ニケーションボ
ード／ユニット

RS-232Cポート
D-SUB 9ピンメス

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SerialUnit

SYSWAY-CV
形 XW2Z-500S-CV 5m

ESD（静電
気）対策コネ
クタを使用

PCの RS-232Cポートに、上記ケーブルのコネクタを接続するときは、接地された金
属に触れるなどして、人体の静電気を放電させてから、ケーブルのコネクタに触れてく
ださい。
なお、とくに形 XW2Z-□□□S-CVタイプのケーブルは、ESD（静電気）対策のコネ
クタフード（形 XM2S-0911-E）を使用しているため、静電気に対してより強化されて
います。ただし、その場合でも、静電気を放電させてからコネクタに触れるようにして
ください。

参　考

お願い
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その他の接続方法について

・ペリフェラルポートに RS-232Cケーブルを接続する場合は、以下の接続方式が可能です。
ユニット ユニット側

のポート
パソコ
ン

パソコン側
ポート

FinsGateway
通信ドライバ

プロトコル
(シリアル通
信モード)

形式 長さ ケーブル
備考

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SYSWAY-CV 形 CS1W-CN118＋
形 XW2Z-200S-CV／
500S-CV

0.1m＋（2m
または 5m）

形 XW2Z-
□□□S-
CVは ESD
（静電気）
対策コネク
タを使用

CPUユニ
ット

内蔵ペリフェ
ラルポート

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SerialUnit

SYSWAY-CV 形 CS1W-CN118＋
形 XW2Z-200S-V／
500S-V

－

・従来のケーブル形 CQM1-CIF01/02を使用してペリフェラルポートに接続する場合は、以下の接続方式
が可能です。

ユニット ユニット側
のポート

パソコ
ン

パソコン側
ポート

FinsGateway
通信ドライバ

プロトコル
(シリアル通
信モード)

形式 長さ ケーブル
備考

CPUユニ
ット

内蔵ペリフェ
ラルポート

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SerialUnit SYSWAY-CV 形 CS1W-CN114＋
形 CQM1-CIF02

0.05m＋3.3m －

・DOS/Vパソコンを RS-232Cケーブルで接続する場合、以下の接続方式も可能です。
ユニット ユニット側のポート パ ソ コ

ン
パソコン側
ポート

FinsGateway
通信ドライバ

プロトコル
(シリアル通
信モード)

形式 長さ ケーブル
備考

形 XW2Z-200S-V 2mCPUユニット 内蔵 RS-232Cポート
D-SUB 9ピンメス

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SYSWAY-CV
形 XW2Z-500S-V 5m
形 XW2Z-200S-V 2mシリアルコミュ

ニケーションボ
ード／ユニット

RS-232Cポート
D-SUB 9ピンメス

DOS/V D-SUB 9ピン
オス

SerialUnit

SYSWAY-CV
形 XW2Z-500S-V 5m

－

参　考
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RS-232Cケーブルを作成するには

RS-232C ケーブルは、前記ケーブルをご購入いただくか、以下の接続方法、部品をも
とに作成してください。

●CPUユニットのコネクタのピン配置
ピン番号 信号略号 信号名称 信号方向

1 FG 保安用接地 －
2 SD（TXD） 送信データ 出力
3 RD（RXD） 受信データ 入力
4 RS（RTS） 送信要求 出力
5 CS（CTS） 送信可 入力
6 5V 電源 －
7 DR（DSR） データセットレディ 入力
8 ER（DTR） 端末装置レディ 出力
9 SG（0V） 信号用接地 －

コネクタ口金 FG 保安用接地 －

･CSシリーズのピン配置 ･CJシリーズピン配置

5

1

9

6 5

1

9

6

●接続方法

・シリアル通信モードが上位リンク（SYSWAY-CV）のとき

DOS/Vパソコン

RS-232C
インタ　
フェース

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名

CD
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS
CI

CS/CJシリーズ
CPUユニット

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：メス）

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：オス）

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

RS-232C
インタ　
フェース

信号名

FG
SD
RD
RS
CS
5V
DR
ER
SG

または

DOS/Vパソコン

RS-232C
インタ　
フェース

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

信号名

CD
RD
SD
ER
SG
DR
RS
CS
CI

CS/CJシリーズ
CPUユニット

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：メス）

D-SUB9ピン
（ケーブルのコネクタ形状：オス）

ピン
No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9

RS-232C
インタ　
フェース

信号名

FG
SD
RD
RS
CS
5V
DR
ER
SG
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●適合コネクタ

CPUユニット側
品名 形式 仕様

プラグ XM2A-0901 9pinオス
フード XM2S-0911-E 9pinミリネジ用

ESD（静電気）対策品

組み合わせて使用
（CPUユニットに各 1個
標準付属）

パソコン側
・DOS/V(9pinオス）用

品名 形式 仕様
プラグ XM2D-0901 9pinメス
フード XM2S-0913 9pinインチネジ用

組み合わせて使用

DOS/Vパソコンとの接続

DOS/Vパソコン
（9pinオス）

推奨ケーブル

プラグ：XM2D-0901
（9pinメス）

フード：XM2S-0911-E

プラグ：XM2A-0901

CPUユニットに標準附属

RS-232C
ポート

フード：XM2S-0913

CS/CJシリーズ CPUユニット

●推奨ケーブル
UL2464 AWG28×5P IFS-RVV-SB（UL品） （藤倉電線製）
AWG28×5P IFVV-SB（非 UL品）
UL2464-SB（MA）5P×28AWG（7/0.127）（UL品） （日立電線製）
CO-MA-VV-SB 5P×28AWG（7/0.127）（非 UL品）
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■Ethernet経由で接続するには
FinsGateway Version3 Ethernetドライバを使用して、Ethernetネットワークで PC
と接続します。

Ethernetネットワーク

ツールソフト
（DOS/Vパソコン） Ethernet

ユニット

Ethernetボード

Ethernet
ユニット

NCユニット NCユニット

FinsGateway Version3 Ethernet ドライバがインストールされていない場合、Ethernet
で接続することはできませんので、ご注意ください。

●Ethernetユニット形式
形式 装着可能 PC ユニット種類 伝送路 FinsGateway

通信ドライバ

形 CS1W-ETN01 Ethernet 10BASE-5
形 CS1W-ETN11

CSシリーズ

形 CJ1W-ETN11 CJシリーズ

CPU高機能ユニット
Ethernet 10BASE-T

Ethernetドライバ

お願い
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2－3　CX-Positionの基本操作

CX-Positionの基本的な操作について説明します。

■CX-Positionを起動するには

1 [スタート]をクリックし、[プログラム]、[OMRON]、[CX-Position]の順にポイン
トします。

2 [CX-Position]をクリックします。

■CX-Positionを終了するには

1 [ファイル]｜[アプリケーション終了]をクリックするか、画面右上の  をクリッ
クします。
プロジェクトを編集した後、保存していない場合は、次の画面が表示されます。

2 保存する場合は、[はい]をクリックします。保存の必要がない場合は[いいえ]をク
リックします。[キャンセル]をクリックすると、プロジェクトの編集画面に戻りま
す。
詳細は、「5－1　プロジェクトの保存」を参照してください。
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■CX-Positionの基本画面
CX-Positionは、以下の画面を基本画面とします。

プロジェクトウィンドウ： プロジェクトワークスペースでダブルクリックにより指定した、ま
たは新規作成する各データ、または各操作での画面が表示されます。
同時に開ける編集画面は 90までです。

プロジェクトワークスペース： プロジェクトを最上位とし、その階層を示します。プロジェクトウ
ィンドウ

画面は 2分割されます。
・左側の画面には、データの階層がツリー形式で表示されます。左側の画面を「プロ
ジェクトワークスペース」と呼びます。

・右側の画面には、プロジェクトワークスペースで指定（反転表示）した、または新規
作成する各データ、または各操作での画面が表示されます。

メニューバーには、CX-Position での各メニューが、ツールバーには、CX-Position の
各機能がアイコン化されて割り付けられています。

タイトルバー

メニューバー

プロジェクト名

プロジェクト
ワークスペース

ツールバー

ステータスバー

プロジェクトウィンドウ
（例：ゾーンデータ編集画面）

プロジェクトウィンドウ
（例：パラメータデータ編集画面）
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ウィンドウ

●プロジェクトワークスペース

以下に示す階層でデータが表示されます。

：右のデータがさらにその下位を表示
：右のデータがさらにその下位を表示せず

PC、NCは、複数あれば複数表示します。
各データは、対象 NCに対して 1つずつの登録となります。

プロジェクトワークスペースでの階層表示は、   部をクリックすることで切り替
わります。  の後、最終階層で  となります。

をクリック

↓↓↓↓

となり、その下位のデータが表示されます。

プロジェクトワークスペースがアクティブのときは、［↓］、［↑］キーでツリー表示
上を上下します。カーソルが  の位置にあるとき［→］を押すと、下位のデータを
表示します。カーソルが  の位置にあるとき［←］を押すと、階層を 1 つ上に移動
します。
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●プロジェクトウィンドウ

プロジェクトウィンドウは、プロジェクトワークスペースでダブルクリックにより指定
された各データ、または転送、NCモニタなどのオンライン操作時の画面が表示されま
す。
プロジェクトワークスペースとプロジェクトウィンドウは、作業したい方の画面を直接
クリックすることにより、画面がアクティブになります。
プロジェクトウィンドウがアクティブでないときは、[ウィンドウ]｜[プロジェクト]を
クリックすると、プロジェクトウィンドウがアクティブになります。

■メニューを表示させるには

例えば[ファイル]をクリックするか、または[Alt]＋[F]でメニューが表示されます。表
示されたメニューから機能をクリックして選びます。

（例）[ファイル]をクリックしたときのメニュー画面

機能によっては、ショートカットキーが割り付けられています。
割り付けられているキーは、メニューの右側に表示されます。例えば、[新規プロジェ
クト作成]を選ぶときは、[Ctrl]を押しながら[N]を押します。本マニュアルでは、[Ctrl]
＋[N]と表記します。
また、メニューが表示されている状態で[N]を押すと、[新規プロジェクト作成]を選ぶ
ことができます。
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■プロジェクト内で NCデータを移動／コピーするには
NCユニットのパラメータ、シーケンス、速度などの各種データを、NCユニット単位
で、プロジェクトツリー上の PC間でドラッグ＆ドロップ、または[切り取り]を行った
後、[貼り付け]による移動が可能です。
また、[コピー]を行った後、[貼り付け]によるコピーが可能です。

●NCデータを移動するには
NCデータの移動は、同じシリーズの CPUユニット間で可能です。
例：PC1の NC2を PC2へ移動する

以下の 2つの方法があります。
･ドラッグ＆ドロップによる方法

1 NC2 を左クリックしたまま、PC2 まで移動し、  が表示されたら、ボタンを離
します。
移動可能な場合は  が、移動できない場合は、 が表示されます。

･［切り取り][貼り付け]による方法

1 NC2 をクリックし、右クリックしてポップアップメニューから[切り取り]をクリ
ックするか、[編集]｜[切り取り]をクリック、またはツールバーの  をクリッ
クします。

2 移動先の PC2 をクリックし、右クリックしてポップアップメニューから[貼り付
け]をクリックするか、[編集]｜[貼り付け]をクリック、またはツールバーの 
をクリックします。
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移動先に同じ号機 No.の NCユニットがある場合は、以下の画面が表示されますので、
号機 No.が重複しないように設定します。変更したら、NCユニット自身の号機 No.も
変更します。
例：NC名称：NC1の号機 No.が重複している場合

●NCデータをコピーするには
コピー元の NCユニットのデータをコピー先の NCユニットのデータに上書きします。
NCデータのコピーは、同じシリーズの NCユニット間で可能です。
また、コピー元の NC ユニットの軸数が、コピー先の NC ユニットの軸数より少ない
場合は、コピー元の軸数分のデータだけを上書きします。

1 コピー元の NCユニットをクリックします。

2 右クリックしてポップアップメニューから[コピー]をクリックする（または
[Ctrl]+[C]を押す）か、[編集]｜[コピー]をクリック、またはツールバーの  を
クリックします。

3 コピー先の NC ユニットをクリックした後、右クリックしてポップアップメニュ
ーから[貼り付け]をクリックする（または[Ctrl]+[V]を押す）か、[編集]｜[貼り付
けをクリック、またはツールバーの  をクリックします。

4 [OK]をクリックします。
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■メインメニュー一覧

メインメニュー名 内容 ショート
カット

ファイル(F) プロジェクトの新規作成／保存、印刷を行うときに使用しま
す。

[Alt]＋[F]

編集(E) PC／NCのプロジェクトへの新規追加／削除、各 NCデータを
編集するときに使用します。

[Alt]＋[E]

表示(v) プロジェクトツリー、ツールバー、スクロールバーの表示／非
表示の切替え、NCデータの 10進／16進表示の切替えを行うと
き使用します。

[Alt]＋[V]

ツール(T) オプション設定（フォント、最近使用したファイルの表示数の
設定、デフォルト表示形式[10進／16進]）を行うときに使用し
ます。

[Alt]＋[T]

オンライン(L) ダウンロード／アップロード、照合、モニタなどのオンライン
操作を行うとき使用します。

[Alt]＋[L]

ウィンドウ(W) 表示されている編集画面に対して、表示形態を変更するとき使
用します。データ編集画面からプロジェクトツリーへフォーカ
スを移動する場合も使用します。

[Alt]＋[W]

ヘルプ(H) ヘルプ、バージョン情報を表示させるとき使用します。 [Alt]＋[H]

■メニュー一覧

各メニューの表示と機能は、次のとおりです。
各メニューをクリックすると、その機能のダイアログボックスが表示されます。画面の
指示に従って操作してください。

メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート
カット

[新規プロジェクト作成(N)] 新規にプロジェクトファイルを作成します。 [Ctrl]＋[N]
[既存のプロジェクトを開く(O)] すでにあるプロジェクトファイルを開きます。 [Ctrl]＋[O]
[プロジェクトを閉じる(C)] 作業中のプロジェクトを閉じます。 －

[閉じる] 作業中のデータ編集画面を閉じます。 －

[プロジェクトの上書き保存(S)] 作業中のプロジェクトを上書き保存します。 [Ctrl]＋[S]
[プロジェクトに名前を付けて
保存(A)]

作業中のプロジェクトを新しい名前を付けて保存
します。

[Ctrl]＋[A]

[インポート] SYSMAC-NCTで作成した、NCユニット 形
C200HW-NC□13のデータをインポートします。

－

[印刷(P)] 全 NCデータ、または指定したデータを印刷しま
す。

[Ctrl]＋[P]

[プロパティ] プロジェクト、PC、NCのいずれかのプロパティ
を表示します。

－

[ファイル(F)]

[アプリケーションの終了(X)] CX-Positionを終了します。 －
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メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート
カット

[新規 PC(N)] プロジェクトに新規に PCを作成します。 －

[新規 NC(M)] PCに新規に NCを作成します。 －

[削除(R)] 指定した PCまたは NCをプロジェクトから削除します。 [Del]
元に戻す(U) 1つ前に行った処理へ戻ります。 [Ctrl]＋[Z]
切り取り(X) ・プロジェクトツリー上の指定した NCを別の PC上へ移動

させるときに使用します。
・指定した範囲のデータ（パラメータ編集画面以外）を別の
位置へ移動させるとき使用します。

[Ctrl]＋[X]

[コピー(C)] ・プロジェクトツリー上の指定した NCを別の PC上の NC
へデータをコピーするとき使用します。

・データ編集画面では、指定したデータをコピーするときに
使用します。

[Ctrl]＋[C]

[貼り付け(P)] [切り取り(X)]でクリップボードへコピーしたデータを、指定
した位置へコピーします。

[Ctrl]＋[V]

[NC全ての編集画面を
開く]

指定した NCの全データ編集画面を表示します。すでに表示
している画面がある場合は、残りの画面を表示します。
同時に開ける編集画面は 90画面までです。90以上データが
ある場合は使用できません。

－

[デフォルトクリア] ・パラメータ編集画面の場合に[デフォルトクリア]とメニュ
ーに表示されます。指定した軸のパラメータを初期値に設
定し直します。

・パラメータ編集画面以外の場合、[クリア]とメニューに表
示され、指定したデータを 0クリアします。

－

[編集(E)]

[軸コピー] データを軸単位でコピーします。 －

[プロジェクト(P)] プロジェクトツリーの表示／非表示を切り替えます。 －

[ツールバー(T)] ツールバーの表示／非表示を切り替えます。 －

[ステータスバー(S)] ステータスバーの表示／非表示を切り替えます。 －

16進 アクティブなデータ編集画面の表示形式、およびステータス
バーでの入力範囲表示を 16進数に切り替えます。

[表示(V)]

[表示切り替え]

10進 アクティブなデータ編集画面の表示形式、およびステータス
バーでの入力範囲表示を 10進数に切り替えます。

－

[ツール(T)] [オプション(O)] オプションダイアログボックスを表示します。以下の設定を
行います。
・フォント名とサイズ
・データ編集画面のデフォルト表示形式（10進数／16進
数）の設定

・最近使用したファイルのリスト表示数の設定（最大 16）

－
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メインメニュー名 メニュー名 内容 ショート
カット

[ダウンロード(D)] 指定したデータ、または全データを指定した NCユニ
ットへ転送します。

－

[アップロード(U)] 指定した NCユニットから、指定したデータ、または
全データをプロジェクトへ転送します。

－

[照合(V)] 編集データと指定した NCユニットのデータを照合し
ます。

－

[フラッシュメモリ書込み
(R)]

NCユニットのデータをフラッシュメモリへ書き込み
ます。

－

[モニタ(M)] NCユニットの動作状態をモニタします。 －

[多号機モニタ(F)] 同時に最大 4台の NCユニットの動作状態をモニタし
ます。

－

[プロジェクトの自動設定] オンライン接続されている指定 PCに装着されている
NCユニットの情報を読み出して、それをもとにプロ
ジェクトツリーを自動的に作成します。
このとき、[データのアップロード]がチェックされてい
ると、指定 PCの全 NCユニットのデータもすべて読
み出してプロジェクトへ組み込みます。

－

[運転用リレーエリアモニタ] 運転用リレーエリアに割り付けられている、指令／ス
テータス／入出力状態／エラーコードをモニタしま
す。

－

[運転用データエリアモニタ] 運転用データエリアに設定された、位置指令、速度指
令、加減速時間、シーケンス No.、現在位置などをモ
ニタします。

－

[オンライン(L)]

[異常履歴の表示(E)] 指定 NCユニットの異常履歴を表示します。 －

[全ウィンドウ表示(W)] アイコン化されたすべてのデータ編集画面を表示しま
す。

－

[全アイコン化(I)] すべてのデータ編集画面をアイコン化します。 －

[重ねて表示(C)] 編集画面を重ねて表示します。 －

[水平に並べて表示(H)] 編集画面を水平に並べて表示します。 －

[垂直に並べて表示(V)] 編集画面を垂直に並べて表示します。 －

[アイコンの整列(A)] アイコン化されている編集画面を整列させます。 －

[全て閉じる(L)] 開かれている編集画面をすべて閉じます。 －

[ウィンドウ(W)]

[プロジェクト] プロジェクトツリーへフォーカスを移動します。 －

[目次(O)] ヘルプの目次を表示します。 －

[検索(S)] ヘルプの検索画面を表示します。 －

[ユニットエラー(U)] ユニットのエラーに関するヘルプを表示します。 －

[ヘルプ(H)]

[CX-Positionバージョン情報
(A)]

CX-Positionのバージョンを表示します。 －
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■目的別操作一覧

機能（目的） 操作 ショート
カット

ツールバ
ーのアイ
コン

参照
ページ

プロジェクト －

新規プロジェクトの作成 [ファイル]｜[新規プロジェクト作成] [Ctrl]＋[N] 3-2

プロジェクトを開く [ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く] [Ctrl]＋[O] 5-3

プロジェクトを閉じる [ファイル]｜[プロジェクトを閉じる] － 2-14
上書き保存 [ファイル]｜[プロジェクトの上書き保存]] [Ctrl]＋[S] 5-2

名前を付けて保存 [ファイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存] [Ctrl]＋[A] － 5-2
インポート [ファイル]｜[インポート] － 5-4
印刷 [ファイル]｜[印刷] [Ctrl]＋[P] 9-2

新規 PCの作成 [編集]｜[新規 PC]、または右クリックし[新規 PC] 3-3

新規 NCの作成 PCを選択し[編集]｜[新規 NC]、または右クリック
し[新規 NC]

3-6

プロジェクト、PC、NCのプ
ロパティ

PCまたは NCを選択し[ファイル]｜[プロパテ
ィ]、または右クリックし[プロパティ]

－ 3-2

PC、NCの削除 PCまたは NCを選択し[編集]｜[削除]、または右
クリックし[削除]

[DEL] 3-5
3-7

NCの切り取り NCを選択し[編集]｜[切り取り]、または右クリッ
クし[切り取り]

[Ctrl]＋[X] 2-18

NCデータのコピー NCを選択し[編集]｜[コピー］ [Ctrl]＋[C] 2-19

NCの貼り付け PCを選択し[編集]｜[貼り付け]、または右クリッ
クし[貼り付け]

[Ctrl]＋[V] 2-18

NCデータの貼り付け NCを選択し[編集]｜[貼り付け]、または右クリッ
クし[貼り付け]

[Ctrl]＋[V] 2-19

NCデータの移動 プロジェクト上の NCをマウスでドラッグし、PC
を指定してドロップ

－ 2-18

表示設定 －

プロジェクトの表示／非表示 [表示]｜[プロジェクト] － 2-28
ツールバーの表示／非表示 [表示]｜[ツールバー] － 2-28
ステータスバーの表示／非表
示

[表示]｜[ステータスバー] － 2-28

10進／16進表示切り替え ・[表示]｜[表示切り替え]｜[10進]、[表示]｜[表示
切り替え]｜[16進]

・編集画面で右クリックし[10進]、[16進]

2-28,
4-13

すべての編集画面を開く ・プロジェクト上で NCを選択し、[編集]｜[NC
全編集画面を開く］

・プロジェクト上で NCを選択後右クリックし
[NC全編集画面を開く］

・データ編集時に、[編集]｜[NC全編集画面を開
く］

－ 4-10
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機能（目的） 操作 ショート
カット

ツールバ
ーのアイ
コン

参照
ページ

データ編集 －

パラメータデータの編集 ・プロジェクト上で「パラメータ」を選択し、ダブル
クリック

・プロジェクト上で「パラメータ」を選択し、[Enter]
を押す

－ － 4-16

シーケンスデータの編集 ・プロジェクト上で「シーケンス」を選択し、ダブル
クリック

・プロジェクト上で「シーケンス」を選択し、[Enter]
を押す

－ － 4-18

速度データの編集 ・プロジェクト上で「速度」を選択し、ダブルクリッ
ク

・プロジェクト上で「速度」を選択し、[Enter]を押す

－ － 4-20

加減速データの編集 ・プロジェクト上で「加減速」を選択し、ダブルクリ
ック

・プロジェクト上で「加減速」を選択し、[Enter]を押
す

－ － 4-22

ドウェルタイマデータの
編集

・プロジェクト上で「ドウェル」を選択し、ダブルク
リック

・プロジェクト上で「ドウェル」を選択し、[Enter]
を押す

－ － 4-24

ゾーンデータの編集 ・プロジェクト上で「ゾーン」を選択し、ダブルクリ
ック

・プロジェクト上で「ゾーン」を選択し、[Enter]を押
す

－ － 4-26

指定した範囲のデータを
初期値にする

[編集]｜[切り取り] [Ctrl]＋[X] －

指定した範囲のデータを
コピーする

[編集]｜[コピー] [Ctrl]＋[C] －

指定した範囲にデータを
貼り付ける

[編集]｜[貼り付け] [Ctrl]＋[V] －

元に戻す [編集]｜[元に戻す] [Ctrl]＋[Z] －

パラメータデータを初期
値に戻す

[編集]｜[デフォルトクリア]、または編集画面で右クリ
ックし[デフォルトクリア]
（パラメータ編集画面の場合）

－ － 4-14

指定範囲のデータをクリ
アする

[編集]｜[クリア]、または編集画面で右クリックし[ク
リア]
（パラメータ編集画面以外の場合）

－ － 4-14

他軸へデータをコピーす
る

[編集]｜[軸コピー] － － 4-15
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機能（目的） 操作 ショート
カット

ツールバー
のアイコン

参照
ページ

オンライン操作 －

ダウンロード [オンライン]｜[ダウンロード] － 7-2

アップロード [オンライン]｜[アップロード] － 7-4

照合 [オンライン]｜[照合] － 7-6

フラッシュメモリ書込み [オンライン]｜[フラッシュメモリ書込み] － 7-2,
7-8

NCモニタ [オンライン]｜[NCモニタ] － 8-2

多号機モニタ [オンライン]｜[多号機モニタ] － 8-3

プロジェクトの自動設定 [オンライン]｜[プロジェクトの自動設定] － － 3-8,
7-5

運転用リレーエリアモニタ [オンライン]｜[運転用リレーエリアモニタ] － － 8-4
運転用データエリアモニタ [オンライン]｜[運転用データエリアモニタ] － － 8-5
異常履歴表示 [オンライン]｜[異常履歴表示] － － 10-2

オプション設定 － － －

フォント設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-27
デフォルト表示形式設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-27
ファイル履歴数設定 [ツール]｜[オプション] － － 2-27

ヘルプ表示 － － －

ヘルプの目次 [ヘルプ]｜[目次] － － 2-29
トピックの検索 [ヘルプ]｜[検索] － － 2-30
ユニットのエラーに関する
ヘルプ

[ヘルプ]｜[ユニットエラー] － － 2-31

CX-Positionのバージョン [ヘルプ]｜[CX-Positionのバージョン情報] － － 2-32
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■ツールバー

ツールバーのアイコンをクリックして直接機能を選ぶこともできます。ツールバーから
は、以下の機能を実行することができます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲

番号 機能 番号 機能

① 新規プロジェクト作成 ⑪ 貼り付け

② 開く ⑫ ダウンロード

③ 上書き保存 ⑬ アップロード

④ 印刷 ⑭ 照合

⑤ 新規 PC ⑮ フラッシュメモリ書込み

⑥ 新規 NC ⑯ NCモニタ
⑦ 削除 ⑰ 多号機モニタ

⑧ 元に戻す ⑱ 10進表示切替え
⑨ 切り取り ⑲ 16進表示切替え
⑩ コピー

■ステータスバー

ステータスバーには、以下の情報が表示されます。

･ネットワーク情報／NCユニットの号
機 No.が表示されます。
･PC機種／NC機種が表示されます。
･通信モード（オンライン／オフライン）
が表示されます。
･データ入力時は、入力可能範囲が表示さ
れます。それ以外のときは、ヘルプが
表示されます。
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■オプション設定

オプション設定では、以下の設定を行うことができます。
・データ編集画面でのフォントの設定／サイズの設定
・データ編集画面でのデフォルトの表示形式（10進または 16進）の設定
・最近使用したファイルのリスト表示数の設定

●フォントの名称／サイズを設定するには

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。

2 [フォント変更]をクリックします。[フォント変更｣ダイアログボックスが表示され
ます。

3 ドロップダウンリストより、使用したいフォント、フォントのサイズをクリック
した後、[OK]をクリックします。

●デフォルト（起動時）の表示形式を設定するには

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。

2 [デフォルト表示設定]で[16進表示]、または[10進表示]のいずれかをチェックしま
す。

●最近使用したファイルのリスト表示数を設定するには

1 [ツール]｜[オプション]をクリックします。[オプション]ダイアログボックスが表
示されます。

2 [最近使用したファイルのリスト表示数]で、直接数値（最大 16）を入力するか、
またはドロップリストから数値を選択します。
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■表示設定

表示設定では、プロジェクトツリー、ツールバー、ステータスバーの表示／非表示の設
定と、編集中のデータ編集画面でデータ表示形式（10進／16進）を切り替えることで
きます。

●表示／非表示を設定するには

1 [表示]をクリックします。

2 [プロジェクト]、[ツールバー]、[ステータスバー]の前がチェックされている場合
は表示されます。表示させない場合は、[プロジェクト]、[ツールバー]、[ステータ
スバー]のいずれかをクリックし、チェックを外します。

●表示形式を設定するには

編集中のデータ編集画面のデータの表示形式を 10 進数または 16 進数のいずれかで表
示させることができます。デフォルトでの表示形式は、[オプション]で設定された形式
に従います。

1 表示形式を変更したいデータを選択した後、[表示]｜[表示切り替え]をクリックし
ます。または、右クリックします。

2 [16進]または[10進]のいずれかをクリックします。
注 1：編集画面で右クリックし、ポップアップメニューから、[10 進]または[16 進]を選択

して切り替えることもできます。
注 2：単位設定がミリ／インチの場合は、16進表示は使用できません。10進表示を使用し

てください。

■ネットワークタイプを設定するには

PCとオンライン接続するときのネットワークタイプは、FinsGatewayで設定します。
詳細は、「6－2　FinsGatewayの設定／起動」を参照してください。
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■ヘルプ

●ヘルプの目次を表示させるには

1 [ヘルプ]｜[目次]をクリックします。ヘルプの目次が表示されます。

2 表示させたいヘルプのキーワードをクリックすると内容が表示されます。
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●キーワードを入力して検索するには

1 [ヘルプ]｜[検索]をクリックします。[トピックの検索]ダイアログボックスが表示
されます。

2 検索したい語句の最初の何文字かを入力し、[Enter]を押します。検索できるとキ
ーワードが反転して表示されます。[表示]をクリックするか、またはダブルクリッ
クすると、画面に表示されます。
キーワードを直接クリックした後、[表示]をクリックするか、またはダブルクリッ
クして表示させることもできます。
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●ユニットエラーを表示させるには

NCユニットのエラーに関連するヘルプを表示します。

1 [ヘルプ]｜[ユニットエラー]をクリックします。[エラーコード HELP]ダイアログ
ボックスが表示されます。

2 エラーコードをクリックすると内容が表示されます。



2－3　CX-Positionの基本操作

2-32

2
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
と
基
本
操
作

●CX-Positionのバージョンのバージョン情報を表示させるには

1 [ヘルプ]｜[CX-Positionのバージョン情報]をクリックします。CX-Positionのバー
ジョンが表示されます。



第 3章
プロジェクトの新規作成

ここでは、新規にプロジェクトを作成し、PCと NCを追加する操作について説明しま
す。
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3－1　プロジェクトの新規作成

■プロジェクトを新規作成するには

プロジェクトを新規に作成する手順は、以下のとおりです。

1 [ファイル]｜[新規プロジェクト作成]をクリックするか、[Ctrl]＋[N]を押します。
またはツールバーの をクリックします。

プロジェクト名を変更する場合は、プロジェクトをクリックした後、[ファイル]
｜[プロパティ]をクリックするか、または右クリックし、ポップアップメニューで
[プロパティ]をクリックします。

プロジェクト名はデフォルトで、「新規プロジェクト」となっています。
プロジェクト名を入力した後、[OK]をクリックします。コメントも入力すること
ができます。
プロジェクト名は、半角換算 32文字、コメントは半角換算 256文字まで入力可能
です。コメントは入力しなくてもかまいません。
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3－2　PCの追加

■プロジェクトに PCを追加するには
新規に作成したプロジェクト、または既存のプロジェクトへ PCを追加します。

1 プロジェクトツリー上でプロジェクトを選択した後、[編集]｜[新規 PC]をクリッ
ク、または右クリックし、ポップアップメニューから[新規 PC]をクリックします。

2 [PC名称]（PCに付ける任意の名前）を入力します。
デフォルトは「新規 PC□（□：1～）」となっています。PC 名称は、半角換算
で 32文字まで入力可能です。

3 [PC機種]を設定します。
[PC 機種]の[▼]を押すと、リストが表示されます。リストの中から PC 機種を選
びます。

4 [ネットワーク設定]を設定します。
対象 PC の FINS ネットワークアドレス上の「ネットワークアドレス」、「ノー
ドアドレス」、「号機アドレス」を設定します。
ただし、この設定の前に、あらかじめ FinsGateway の設定が必要です。その
FinsGatewayの設定値に合わせて、ここの値を設定します。
上位リンク（SYSWAY-CV）で接続する場合、FinsGateway（SerialUnitドライ
バ）のデフォルト値のまま使用するときは、以下の値に設定します。
・ネットワークアドレス：0
・ノードアドレス：240（デフォルトは 240になっています。0ではありません。）
・号機アドレス：0（固定）
FinsGatewayの設定方法については、「6－2　FinsGatewayの設定／起動」を参
照してください。
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上位リンク（SYSWAY-CV）で接続する場合、FinsGatewayの SerialUnitドライバの以
下の画面内の Node#の値と、上記[ネットワーク設定]の「ノードアドレス」を、必ず一
致させてください。
ここで、ノードアドレスを「240」以外に設定すると、FinsGatewayの SerialUnitドラ
イバの以下の画面の Node#の値はデフォルトで「240」のため、（たとえプロトコルが
「SYSWAY-CV」に正しく設定されていても）CX-Positionのオンライン操作を実行す
ると、「選択されている PLCと接続されている PLC機種が違います」というダイアロ
グボックスが表示され、オンライン接続できません。

5 コメントを入力します。
コメントは半角換算 256 文字まで入力可能です。コメントは入力しなくてもかま
いません。

お願い

[ネットワーク設定]フィール
ドの「ノードアドレス」を、
必ずこの値（デフォルト：
240）に一致させることが必
要です。
（なお、FinsGatewayとして
は、この値は、他の FINSネ
ットワーク上のノードアドレ
スと重複しない限り、どの値
でもよい値です。
FinsGatewayとしては、デフ
ォルトで 240を割り当ててい
ます。）

注 3：この値は、無関係です。デフォルトの
C200Hのままでもかまいません。

注 1：この値は、上位リンクの号機 No.（子
局識別番号）です。1：1接続をする
ときは、0のままとします。

注 2：この値は、必ず「SYSWAY-CV」
を選択します。
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6 [OK]をクリックします。
プロジェクトに PCが追加されます。

■PCを削除するには

1 プロジェクトツリーで、削除したい PCを選択した後、[編集]｜[削除]をクリック
するか、[Del]を押します。または、右クリックし、ポップアップメニューから[削
除]をクリックします。

2 「削除してもよろしいですか？」とダイアログボックスが表示されます。[OK]を
クリックします。
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3－3　NCの追加

■プロジェクト上の PCに NCを追加するには
PCに対象 NCを追加します。

1 プロジェクトツリーで NCユニットを追加したい PCを選択します。

2 [編集]｜[新規 NC]をクリック、または右クリックし、ポップアップメニューから
[新規 NC]をクリックします。

3 [NC名称]（NCユニットに付ける任意の名前）を入力します。
デフォルトは「新規 NC□（□：1～）」となっています。NC 名称は、半角換算
で 32文字まで入力可能です。

4 [NC機種名]を設定します。
[NC機種名]の[▼]を押すと、リストが表示されます。リストの中から NC 機種を
選びます。

5 [号機 No.]を設定します。
NCユニットの高機能 I/Oユニットとしての号機 No.を選択します。

6 コメントを入力します。
コメントは半角換算 256 文字まで入力可能です。コメントは入力しなくてもかま
いません。
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7 [OK]をクリックします。
プロジェクトに PCが追加されます。

■NCを削除するには

1 プロジェクトツリーで、削除したい NCユニットを選択した後、[編集]｜[削除]を
クリックするか、[Del]を押します。または、右クリックし、ポップアップメニュ
ーから[削除]をクリックします。

2 「削除してもよろしいですか？」とダイアログボックスが表示されます。[OK]を
クリックします。
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3－4　プロジェクトの自動設定

■プロジェクトを自動設定するには

オンライン接続されている状態で、オンライン接続先の PCに装着された全 NCユニッ
トの情報を読み出して、それをもとにプロジェクトの下の指定 PCの下の NCを自動生
成することができます。
このとき、指定 PCの全 NCユニットの各データもすべて読み出して、プロジェクトに
組み込むことも可能です。

1 [編集]｜[新規 PC]をクリック、または右クリックしてポップアップメニューから
[新規 PC]をクリックし、PCを作成します。

2 プロジェクトツリー上の PCを選択し、[オンライン]｜[プロジェクトの自動設定]
をクリックします。

3 NCユニットの全データも読み出す場合は、[データのアップロード]をチェックし
ます。

4 [OK]をクリックします。確認のダイアログボックスが表示されます。[OK]をクリ
ックすると、プロジェクトが自動生成されます。
データのアップロードありの場合

データのアップロードなし



第 4章
データ編集

ここでは、データを編集する操作について説明します。

本マニュアルでは、設定の範囲と操作だけを記載しています。各データの設定内容につ

いては、NCユニット本体の「ユーザーズマニュアル」を参照してください。
参　考
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4－1　データ一覧

NC ユニットで使用するデータは、形 CS1W-NC□□3／形 CJ1W-NC□□3 の場合 6
種類あります。それぞれのデータの項目と設定範囲、および初期値は以下のようになり
ます。
各データの詳細については、それぞれの NC ユニットの「ユーザーズマニュアル」を
参照してください。

●参照マニュアル

・「位置制御ユニット　形 CS1W-NC113/133/213/233/413/433　ユーザーズマニュア
ル」（SBCE-311)

・「位置制御ユニット　形 CJ1W-NC113/133/213/233/413/433　ユーザーズマニュア
ル」（SBCE-315)
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■データ一覧

●パラメータデータ

項目 設定範囲 初期値

単位設定 パルス／ミリ／インチ パルス

パルスレート 0.0001～1.0000 (注 1) 1.0000
出力パルス選択 CW/CCW出力／パルス/方向出力 CW/CCW出力
限界入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.C接点
原点近傍入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.O.接点
原点入力信号種別 N.C.接点／N.O.接点 N.O.接点
即停止入力機能 パルス出力のみ／偏差カウンタリセット パルス出力のみ

原点未確定指定 直前状態維持／強制原点未確定 直前状態維持

動作モード選択 モード 0／モード 1／モード 2／モード 3 モード 0
原点サーチモード 反転モード 1／反転モード 2／一方向モード 反転モード 1
原点検出方法 方法 0／方法 1／方法 2／方法 3 方法 0
原点サーチ方法 CW方向／CCW方向 CW方向
最高速度 (注 2)(注 3) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 0007A120（500,000）
起動速度 (注 2)(注 3) 00000000～0007A120 Hex（0～500,000pps） 00000000（0）
原点サーチ高速速度 (注 2)(注 3) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 000061A8（25,000）
原点サーチ近傍速度 (注 2)(注 3) 00000001～0007A120 Hex（1～500,000pps） 000009C4（2,500）
原点補正データ (注 2)(注 3) C0000001～3FFFFFFF Hex

（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス）
00000000（0）

バックラッシュ補正データ (注 2)(注 3) 0000～270F Hex（0～9,999パルス） 0000（0）
バックラッシュ補正速度 (注 2)(注 3) 00000000～0007A120 Hex（0～500,000pps） 00000000（0）
加減速カーブ 台形／S字 台形

原点サーチ加速時間 (注 2) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000ms） 00000064（100）
原点サーチ減速時間 (注 2) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000ms） 00000064（100）
位置決め監視時間 (注 2) 0000～270F Hex（0～9,999）(注 4) 270F（9,999）
CCW側ソフトリミット (注 2)(注 3) C0000001～3FFFFFFF Hex

（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス）
C0000001
（-1,073,741,823）

CW側ソフトリミット (注 2)(注 3) C0000001～3FFFFFFF Hex
（-1,073,741,823～+1,073,741,823パルス）

3FFFFFFF
（+1,073,741,823）

起動パルス指定 250pps／最高速度 250pps

注 1：単位設定をパルスに設定した場合、「1」固定となります。
注 2：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。
注 3：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、パルスレートが 1

以外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パルスレートとなります。パラメータデ
ータ以外に、以下のデータにも影響します。
・位置データ
・ゾーンデータ
・速度データ

注 4：動作モードが「モード 2」または「モード 3」の場合だけ設定が必要です。
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●シーケンスデータ（X/Y/Z/U軸：No.0～99）

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。

項目 設定範囲

位置データ (注 1)(注 2) C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パ
ルス）

軸指定 X／Y／Z／U
出力コード (注 1) 00～0F Hex（0～15）
位置指定 0（絶対位置）／1（相対位置）
終了パターン (注 1) 00～06 Hex（0～6）
ドウェルタイマ No. (注 1) 00～13 Hex（0～19）
加速時間 No. (注 1) 0～9 Hex（0～9）
減速時間 No. (注 1) 0～9 Hex（0～9）
起動速度 No. (注 1) 00～63 Hex（0～99）
目標速度 No. (注 1) 00～63 Hex（0～99）

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1以外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パ
ルスレートとなります。

●速度データ（X/Y/Z/U軸：No.0～99）

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。

項目 設定範囲

速度データ (注 1)(注 2) 00000000～000F4240 Hex（0～1,000,000）（pps）

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1以外に設定されている場合、表示される値は変わります。

上記の設定範囲は、補間速度として設定可能ですが、各軸の速度に分解したときの速度

が最大 500,000（pps）、もしくはパラメータデータで設定した最高速度を超えないよ
うに設定してください。

●加速時間データ／減速時間データ（X/Y/Z/U軸：No.1～9）

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。

項目 設定範囲

加速時間データ (注) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms）
減速時間データ (注) 00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms）

注：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。

お願い
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●ドウェルタイマデータ（X/Y/Z/U軸：No.1～19）

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。

項目 設定範囲

ドウェルタイマデータ (注) 0000～03E7 Hex（0.00～9.99）（s）

注：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。

●ゾーンデータ（X/Y/Z/U軸：ゾーン 0～ゾーン 2）

形 CS1W-NC113/133／形 CJ1W-NC113/133の場合は X軸だけ、形 CS1W-NC213/233
／形 CJ1W-NC213/233の場合は、X軸と Y軸だけの設定となります。表示形式の設定
により、16進／10進のいずれかで入力可能です。

項目 設定範囲

ゾーンデータ (注 1)(注 2) C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パル
ス）

注 1：表示形式の切替えにより、16進／10進のいずれかで入力（表示）可能です。
注 2：表中の値は設定単位が「パルス」の場合です。設定単位が「ミリ」または「インチ」で、

パルスレートが 1以外に設定されている場合、表示される値は変わります。各設定値×パ
ルスレートとなります。
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4－2　データ編集の画面

下記の操作により、新規プロジェクトを作成、または既存のプロジェクトを開くと、次
の画面が表示されます。

新規プロジェクトの場合
・[ファイル]｜[新規プロジェクト作成］をクリック
・[Ctrl]＋[N]を押す

・ツールバーの （新規プロジェクト作成）をクリック

既存のプロジェクトの場合
・[ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く]をクリックした後、プロジェクトを選択
・[Ctrl]＋[O]を押した後、プロジェクトを選択

・ツールバーの （開く）をクリックした後、プロジェクトを選択

注：既存のプロジェクトを開く操作については、「第 5章　プロジェクトの保存／読み出し」を
参照してください。

例：新規にプロジェクトを作成したときの画面
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■データ編集画面を表示させるには

各データ編集画面は、以下の操作により、プロジェクトウィンドウに表示されます。

各編集画面を表示させるには

各編集画面を表示させる場合は、プロジェクトツリーを表示させた状態で、指定 NC
の表示させたいデータを選択し、ダブルクリックするか、または[Enter]を押します。
なお、データ編集画面は、2軸制御の NCユニットの場合は、X軸と Y軸の編集画面、
4軸制御の NCユニットの場合は、X軸、Y軸、Z軸、U軸すべての編集画面が表示さ
れます。

●パラメータデータ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NC の下の[パラメータ]をダブルクリックするか、または
[パラメータ]をクリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。

●シーケンスデータ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NC の下の[シーケンス]をダブルクリックするか、または
[シーケンス]をクリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。
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●速度データ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NCの下の[速度]をダブルクリックするか、または[速度]を
クリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。

●加減速データ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NC の下の[加減速]をダブルクリックするか、または[加減
速]をクリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。
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●ドウェルタイマデータ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NC の下の[ドウェル]をダブルクリックするか、または[ド
ウェル]をクリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。

●ゾーンデータ編集画面を表示させるには

1 プロジェクトツリーの NC の下の[ゾーン]をダブルクリックするか、または[ゾー
ン]をクリックした後、[Enter]を押します。

2 以下の画面が表示されます。
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すべての編集画面を表示させるには

すべての編集画面を表示させる場合は、NCを選択した後、[編集]｜[NC全ての編集画
面を開く]をクリックします。

例：すべての編集画面の表示

データ編集画面が複数表示されている場合は、編集したい画面をクリックし、アクティ
ブにした後、各データを編集します。

各編集画面のウィンドウ操作をするには

データ編集画面個々の表示／アイコン化／整列／閉じる操作は、[ウィンドウ]メニュー
より行います。

メインメニュー サブメニュー 内容

[全ウィンドウ表示] アイコン化された全データ編集画面を表示します。

[全アイコン化] すべてのデータ編集画面をアイコン化します。

[重ねて表示] データ編集画面を重ねて表示します。

[水平に並べて表示] データ編集画面を水平に並べて表示します。

[垂直に並べて表示] データ編集画面を垂直に並べて表示します。

[アイコンの整列] アイコン化されているデータ編集画面を整列させます。

[全て閉じる] データ編集画面をすべて閉じます。

[ウィンドウ]

[プロジェクト] プロジェクトツリーにフォーカスを移動します。
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データ編集画面の表示とアイコン化は、画面右上のボタンを直接クリックして実行する
こともできます。
アイコン化されたデータ編集の画面、または各データ編集画面のタイトルバーの左側を
クリックすると、次のメニューが表示されます。

アイコン化されている場合 データ編集画面が表示されている場合

メニューでの機能は以下のとおりです。

名称 機能

[元のサイズに戻す] アイコン化されたデータ編集画面をプロジェクトウィンドウに表示し
ます。

[移動] データ編集画面を移動します。

[サイズ変更] データ編集画面のサイズを変更します。

[最小化] データ編集画面をアイコン化します。

[閉じる] データ編集画面を閉じます。

[最大化] アイコン化されたデータ編集画面をプロジェクトウィンドウいっぱい
に表示します。

[次のウィンドウ 次のデータ編集画面をアクティブにします。
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■データを編集するには

各データは、各データ編集画面で、ドロップダウンリストから項目を選ぶか、または直
接数値を入力することにより、設定します。データ種類ごとに、下記のいずれかの方法
により、設定します。

データを入力するには

●ドロップダウンリストから項目を選択するデータの場合

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、[▼]をクリックするか、または[ス
ペース]を押します。
例：「単位設定」の画面

2 ドロップダウンリストから直接クリックして選択します。項目が反転表示されま
す。反転した状態で[↑]、[↓]キーを押してドロップダウンリストから選択するこ
ともできます。または項目の「：」の前に付いている数値を直接入力して選ぶこ
ともできます（上記の例で、「1：ミリ」を選ぶ場合、「1」を入力して選ぶこと
もできます）。

3 [Enter]を押します。反転表示でなくなり、データが確定します。

●直接数値を入力するデータの場合

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、直接データを入力します。

2 [Enter]、[↑]、または[↓]を押します。データが確定します。

注 1：データは 10進／16進のいずれかで表示することができます（後述の「■データの表示形
式を切り替えるには」参照）。

注 2：データ編集画面がアクティブなときは、以下のように、ステータスバーの左端に入力可能
範囲が表示されます。

入力可能範囲が表示されます。

確定前の入力データは、[BS]を押すと 1文字削除されます。

・数値は、半角で入力してください。
・数値を入力するとき、0.□□と入力する場合、必ず 0から入力してください。小数点
から入力（.□□）することはできません。

お願い
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カーソルを移動するには

各データ編集画面では、矢印キー（↑↓←→：上下左右）を押してカーソルが移動させ
るか、または直接クリックして移動させます。

画面を移動するには

データが 1画面で表示できない場合は、[PageDown]を押すか、または画面右側のスク
ロールバーを使用して表示させます。
[PageDown]、または[PageUp]を押すか、スクロールバーの[▼][▲]をクリックすると、
画面がスクロールします。

■データの表示形式を切り替えるには

データは、各データ編集画面ごとに、10進／16進のいずれかで表示することができま
す。

●現在のデータ表示形式を切り替えるときは

表示形式を切り替えるときは、各データ編集画面ごとに、[表示]｜[表示切り替え]で、
[16進]または[10進]をチェックします。右クリックして、ポップアップメニューから[16
進]または[10進]をクリックして切り替えることもできます。
例：速度データ
・10進表記 ・16進表記

 

→

 

●起動時のデータ表示形式を切り替えるときは

CX-Position起動時の表示形式は、[ツール]｜[オプション]の[デフォルト表示設定]で設
定します。起動時は 10 進表示になっています。16進表示に切り替えるときは、16 進
表示のラジオボタンをチェックします。
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■データをクリアするには

設定したパラメータデータを初期値にする「デフォルトクリア」と、パラメータデータ
以外のデータの指定範囲をクリアする「クリア」を行うことができます。

●デフォルトクリアする（初期値に戻す）には

軸単位でパラメータデータをデフォルトクリアする（初期値に戻す）場合は、以下の操
作で行います。

1 パラメータデータ編集画面がアクティブな状態で、[編集]｜[デフォルトクリア]を
クリック、または右クリックしてポップアップメニューから[デフォルトクリア]
をクリックします。

2 デフォルトクリアする軸をチェックします。

3 [OK]をクリックします。

4 「デフォルト値を設定してもよろしいですか？」と確認のダイアログボックスが
表示されます。[OK]をクリックします。

●指定範囲をクリアするには

パラメータデータ以外のデータをクリアすることができます。

1 パラメータデータ以外の編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を
指定します。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。または右クリックしてポップアップメニュー
から[クリア]をクリックします。

注：[編集]メニューでは、パラメータデータがアクティブな場合[デフォルトクリア]、パラメー
タデータ以外がアクティブな場合[クリア]が選択可能となり（表示され）ます。
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■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。

●対象となる NCユニット
4軸制御：形 CS1W-NC413/NC433／形 CJ1W-NC413/NC433
2軸制御：形 CS1W-NC213/NC233／形 CJ1W-NC213/NC233

●コピーできるデータ

以下に示すデータを、1回の操作ですべてコピーします。
・パラメータデータ
・シーケンスデータ
・速度データ
・加減速時間データ
・ドウェルタイマデータ
・ゾーンデータ

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]で、コピー元の軸をクリックします。
[軸コピー]をクリックしたときは、[コピー元]が X軸、[コピー先]が Y軸になって
います。
他軸へのコピー機能ですので、[コピー元]と[コピー先]に同じ軸を選択することは
できません。

4軸制御の NCユニットの場合、[コピー先]で選択されている軸を[コピー元]でク
リックすると、[コピー先]の軸は次の軸（Y軸→Z軸→U軸→X軸の順）が自動的
に選択されます。
[コピー先]は、クリックすることにより、複数の軸を指定することもできます（た
だし、[コピー元]で選択した軸は指定できません）。

2軸制御の NC ユニットの場合は、[コピー元]で Y 軸をクリックすると、[コピー
先]は自動的に X軸に変わります。[コピー元]で X軸をクリックすると、[コピー先]
は自動的に Y軸に変わります。

3 コピー先を変更するときは、クリックして選びます。

4 [コピー元]と[コピー先]を確認し、[OK]をクリックします。
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4－3　パラメータデータの編集

■パラメータデータの編集画面

プロジェクトツリー上で「パラメータ」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。

例：4軸制御の NCユニットのパラメータデータ編集画面

■パラメータデータを編集するには

データ項目を選択するか、またはデータを直接入力します。
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照して
ください。

データを入力するには

●ドロップダウンリストから項目を選択するデータの場合

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、[▼]をクリックするか、または[ス
ペース]を押します。

2 ドロップダウンリストから直接クリックして選択します。項目が反転表示されま
す。反転した状態で[↑]、[↓]キーを押してドロップダウンリストから選択するこ
ともできます。または項目の「：」の前に付いている数値を直接入力して選ぶこ
ともできます。

3 [Enter]を押します。反転表示でなくなり、データが確定します。

●直接数値を入力するデータの場合

1 データ編集画面で、設定したいデータを選択し、直接データを入力します。

2 [Enter]、[↑]、または[↓]を押します。データが確定します。
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●デフォルトクリアする（初期値に戻す）には

軸単位でパラメータデータをデフォルトクリアする（初期値に戻す）場合は、以下の操
作で行います。
デフォルトクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を
参照してください。

1 パラメータデータ編集画面がアクティブな状態で、[編集]｜[デフォルトクリア]を
クリックします。

2 デフォルトクリアする軸をチェックします。

3 [OK]をクリックします。

4 「デフォルト値を設定してもよろしいですか？」と確認のダイアログボックスが
表示されます。[OK]をクリックします。

●軸コピー

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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4－4　シーケンスデータの編集

■シーケンスデータの編集画面

プロジェクトツリー上で「シーケンス」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。
1軸制御の NCユニットの場合は、テーブル切り替え用タブはテーブル 1だけ、2軸制
御の NCユニットの場合は、テーブル 1とテーブル 2だけとなります。

例：4軸制御の NCユニットのシーケンスデータ編集画面

■シーケンスデータを編集するには

使用するシーケンスデータの各項目を順番に入力します。データの編集方法については、
「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照してください。
各項目の設定内容と範囲は、以下のとおりです。

項目 設定範囲

位置データ パルス：C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）
ミリ／インチ：上記設定値×パルスレート

軸指定 X／Y／Z／U
出力コード 00～0F Hex（0～15）
位置指定 0（絶対位置）／1（相対位置）
終了パターン 00～06 Hex（0～6）

0：単独　1：自動　2：連続　3：バンク終了　4：速度制御　5：割込定寸
送り（進行方向指定）　6：割込定寸送り（反対方向指定）

ドウェルタイマ No. 00～13 Hex（0～19）（0指定は時間待ちを行わない）
加速時間 No. 0～9 Hex（0～9）（0指定はパラメータデータの加速時間を使用）
減速時間 No. 0～9 Hex（0～9）（0指定はパラメータデータの加速時間を使用）
起動速度 No. 00～63 Hex（0～99）
目標速度 No. 00～63 Hex（0～99）

テーブル 1～テーブル 4は、軸の割り当ては特にありませんが、各テーブル間で同一シ
ーケンスについて軸指定を重複することはできません。

テーブルを切
り替えるタブ
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例：4軸制御の NCユニットのシーケンスデータ（テーブル 1）の No.0～No.3を設定
した画面

●データをクリアする（初期値に戻す）には

指定したデータをクリアします。
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を参照
してください。

1 シーケンスデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定し
ます。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。

●軸コピー

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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4－5　速度データの編集

■速度データの編集画面

プロジェクトツリー上で「速度」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。

例：4軸制御の NCユニットの速度データ編集画面

■速度データを編集するには

速度データは、00000000～000F4240 Hex（0～1,000,000）（pps）の範囲で入力しま
す。ただし、「パルスレート」が「1」以外の場合は、上記の設定範囲×パルスレート
となります。

データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照して
ください。

上記の設定範囲は、補間速度として設定可能ですが、各軸の速度に分解したときの速度

が最大 500,000（pps）、もしくはパラメータデータで設定した最高速度を超えないよ
うに設定してください。

例：速度データ編集画面

お願い
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●データをクリアする（初期値に戻す）には

指定したデータをクリアします。
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を参照
してください。

1 速度データ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。

●軸コピーするには

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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4－6　加減速時間データの編集

■加減速時間データの編集画面

プロジェクトツリー上で「加減速」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。

例：4軸制御の NCユニットの加減速時間データ編集画面

■加減速時間データを編集するには

加速時間データ／減速時間データは、00000000～0003D090 Hex（0～250,000）（ms）
の範囲で入力します。

データを入力して[Enter]を押すと、カーソルは次 No.データへ移動します。
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照して
ください。

例：加減速時間データ編集画面
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●データをクリアする（初期値に戻す）には

指定したデータをクリアします。
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を参照
してください。

1 加減速データ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。

●軸コピーをするには

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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4－7　ドウェルタイマデータの編集

■ドウェルタイマデータの編集画面

プロジェクトツリー上で「ドウェル」を選択した後、ダブルクリックするか、または
[Enter]を押します。

例：4軸制御の NCユニットのドウェルタイマデータ編集画面

■ドウェルタイマデータを編集するには

ドウェルタイマデータは、0000～03E7 Hex（0.00～9.99）（s）の範囲で入力します。
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照して
ください。

例：ドウェルタイマデータ編集画面
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●データをクリアするには

指定したデータをクリアします。
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を参照
してください。

1 ドウェルタイマデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指
定します。範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。

●軸コピーをするには

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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4－8　ゾーンデータの編集

■ゾーンデータの編集画面

プロジェクトツリー上で「ゾーン」を選択した後、ダブルクリックするか、または[Enter]
を押します。

例：4軸制御の NCユニットのゾーンデータ編集画面

■ゾーンデータを編集するには

ゾーンデータの設定範囲は以下のようになります。

パルス：C0000001～3FFFFFFF Hex（-1,073,741,823～+1,073,741,823）（パルス）
ミリ／インチ：上記設定範囲×パルスレート
データの編集方法については、「■データを編集するには」（4-12ページ）を参照して
ください。

例：ゾーンデータ編集画面（16進表示の例）
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●データをクリアする（初期値に戻す）には

指定したデータをクリアします。
データクリアの詳細については、「■データをクリアするには」（4-14ページ）を参照
してください。

1 ゾーンデータ編集画面で、クリアしたいデータを選択、または範囲を指定します。
範囲指定は、クリックしたままドラッグにより指定します。

2 [編集]｜[クリア]をクリックします。

●軸コピーをするには

2軸、4軸制御の NCユニットの場合、軸単位で他軸へコピーすることができます。
[コピー元]と[コピー先]の軸を指定することにより、データをコピーします。
軸コピーの詳細については、「■軸単位のデータをコピー（軸コピー）するには」（4-15
ページ）を参照してください。

1 [編集]｜[軸コピー]をクリックします。

2 [コピー元]、[コピー先]の軸をクリックします。

3 [OK]をクリックします。
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第 5章
プロジェクトの保存／
読み出し

ここでは、作成したプロジェクトの保存と作成したプロジェクトを読み出す操作につい
て説明します。
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5－1　プロジェクトの保存

■プロジェクトを保存するには

プロジェクトを保存するときは、[ファイル]｜[プロジェクトの上書き保存]、または[フ
ァイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックします。
初めて作成したプロジェクトを保存するとき、またはプロジェクト名を変更して保存す
る場合は、[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックします。

一度保存したプロジェクトを編集し、同じ名前で保存するときは、[プロジェクトの上
書き保存]をクリックします。

●名前を付けて保存するには

1 [ファイル]｜[プロジェクトに名前を付けて保存]をクリックすると、プロジェクト
名を入力する画面が表示されます。

2 [保存する場所]、[ファイル名]、[ファイルの種類]を入力、または選択した後、[保
存]をクリックします。
[保存する場所]は、[▼]をクリックして選択します。デフォルトは、CX-Position
がインストールされたフォルダ（ここでは「CX-Position」）になっています。
[ファイルの種類]は、CX-Positionのプロジェクトとして保存しますので、デフォ
ルトの「(＊.nci)」としてください。
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5－2　プロジェクトの読み出し

■プロジェクトを読み出すには

一度保存したプロジェクトを読み出すときは、[ファイル]｜[既存のプロジェクトを開
く]をクリックします。

1 [ファイル]｜[既存のプロジェクトを開く]をクリックします。

2 [ファイルの場所]で、プロジェクトの保存先のドライブ、フォルダを選択します。

3 プロジェクト名を入力するか、またはファイル一覧からプロジェクトをクリック
します。
｢ファイルの種類]は「(＊.nci)」としてください。

4 [開く]をクリックします。
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■C200HW-NC□□□の NCデータをインポートするには
SYSMAC-NCT で作成した、C200HW-NC□□□のデータをプロジェクトの NC デー
タとして読み込む（インポートする）ことができます。

1 [ファイル]｜[インポート]をクリックします。

2 [ファイルの場所]で、インポートするファイルの保存先のドライブ、フォルダを選
択します。

3 ファイル名を入力するか、またはファイル一覧からファイルをクリックします。
｢ファイルの種類]は「(＊.ncm)」としてください。

4 [開く]をクリックします。



第 6章
オンライン接続のための
初期設定

ここでは、PC とのオンライン接続の際に必要となる、FinsGateway Version3.0 の通
信設定と起動について説明します。

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフト（CX-Programmer／CX-
Protocol／CX-Motionなど）、または専用シリアルドライバ利用のアプリケーション
が、オンライン接続中の場合、それらと同一の COMポートを使用して、CX-Position
からオンライン操作をすることはできません。

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフトまたは専用シリアルドライ
バ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、 FinsGatewayの Serial Unitの
サービスを開始した上で、再度オンライン操作を実行してください。
逆に、CX-Positionをオンライン操作中には、CX-Serverによって通信をするオムロ
ン製のツールソフトを同一 COMポートを使用してオンライン接続することはでき
ません。

お願い
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6－1 オンライン接続のための初期設定

CX-Positionは、PCにオンライン接続して、以下の機能を実現できます。
・データの転送（ダウンロード、アップロード）
・プロジェクトの自動設定
・データの照合
・フラッシュメモリ書き込み
・NCモニタ
・多号機モニタ
・運転用リレーエリアモニタ
・運転用データエリアモニタ
・NCユニットの異常履歴の表示

CX-Positionをシリアル通信（上位リンクまたはツールバス）で PCにオンライン接続
をして、上記機能を実現するために、あらかじめ FinsGatewayでの以下の設定が必要
です。

■上位リンク（SYSWAY-CV）接続をするには

1．CPUユニット／NCユニットの初期設定

1）NCユニットのユニット番号の設定（前面ロータリスイッチによる設定）
2）I/Oテーブルの作成操作（CX-Programmerまたはプロコンによる）
3）CPUユニット前面のディップスイッチの設定
・ペリフェラルポートを使用する場合、SW4を ONに設定、かつ PCシステム設定
を設定（プロコンアドレス 144 をデフォルトの 0000Hex に設定、ただしデフォ
ルトから変更していなければそのまま）してください。

・RS-232Cポートを使用する場合、SW5を OFFに設定、かつ PCシステム設定を
設定（プロコンアドレス 160 を 0000Hex に設定、ただしデフォルトから変更し
ていなければそのまま）してください。

2．FinsGatewayの設定／起動

詳細は、次項を参照してください。
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6－2　FinsGatewayの設定／起動

■基本的な設定／起動手順

基本的な設定/起動手順は、以下のとおりです。

1 [スタート]メニューから[プログラム]｜[FinsGateway]｜[FinsGateway の設定]を
選択します。

2 [基本]タブ内の[ネットワーク]の下[ドライバ]の下の各通信ドライバをダブルクリ
ックし、必要に応じて、各種の設定（使用 COM ポート、使用プロトコル、通信
条件などの設定）をします。
このとき、FinsGatewayの以下の設定は、CX-Positionの PC追加時の[ネットワ
ーク設定]内の値に合わせることが必要です。

FinsGateway CX-Positionの PC追加
[ネットワーク]タブ内の「ネ
ットワーク」内の「ネットワ
ーク番号」

[ネットワーク設定]内の「ネット
ワークアドレス」

[ノード]タブ内の「Node#」 [ネットワーク設定]内の「ノード
アドレス」

3 基本タブ内の[サービス]の下の各通信ドライバ（サービス）をクリックし、[開始]
ボタンをクリックします。

4 CX-Positionから、データの転送、照合、NCモニタなどの各種オンライン操作を
実行します。

■上位リンク（SYSWAY-CV）での設定／起動の手順（例）
上位リンク（SYSWAY-CV）を使用して、CX-Positionを PCに接続する場合を例とし
て、以下に、FinsGatewayの設定方法例を示します。

・SYSWAY-CVとは、FINSコマンドを上位リンクプロトコルで発行するプロトコルで
す。FINSコマンドを上位リンクのヘッダやターミネータで包んで発行します。
SYSWAY（Cモードコマンド発行）とは異なります。
CX-Positionが CS/CVシリーズ CPUユニット経由で NCユニットと上位リンク通信
をする場合 、プロトコルとして「SYSWAY-CV」を使用します。「SYSWAY」で通
信することはできませんので、ご注意ください（その場合、オンライン操作を実行し

ようとすると、通信エラーとなります）。
・プロジェクトへの PC追加時に設定したノードアドレスと、FinsGatewayの[ノード]
タブ内の「Node#」と一致させることが必要です。一致していない場合、「選択され
ている PLCと接続されている PLC機種が違います」というダイアログボックスが表
示され、オンライン接続できません。

注：設定方法の詳細については、FinsGateway のオンラインヘルプを参照してください
（FinsGatewayのオンラインヘルプは、FinsGatewayをインストールした上で、[プログラ
ム]｜[FinsGateway]｜[FinsGatewayのヘルプ]を選択することで参照できます）。

お願い
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FinsGatewayのシリアル通信（上位リンク）の設定操作は、以下の手順によります。

手順 1　FinsGatewayを設定／起動する

1 [スタート]メニューから[プログラム]｜[FinsGateway]｜[FinsGateway の設定]を
選択します。

手順 2　使用する、パソコンの COMポートを選択する
FinsGatewayの上位リンクはパソコンの COMポートを 1つのネットワークとして扱
います。FinsGateway に対して，どの COM ポートを使用するかを設定する必要があ
ります（なお、COMポートは複数指定が可能です）。

1 [FinsGatewayの設定]画面の[基本]タブ内の[ドライバ]アイコンをクリックします。

2 「設定可能なネットワーク/ドライバ」枠内の[SerialUnit]をダブルクリックします。

3 [通信回線]タブをクリックし，使用する COMポートをチェックします。

手順 3　プロトコルを「SYSWAY-CV」、Node#を PC追加時のノードアドレスと
同じ値に設定する

上位リンクの場合、「プロトコル」は、「SYSWAY」（デフォルト）ではなく、
「SYSWAY-CV」に変更することが必要です。
また、「Node＃」は、本 CX-Position のプロジェクトへの PC 追加時に設定するノー
ドアドレスと、同じ値に設定することが必要です。

1 [ノード]タブをクリックします。
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2 「Node#」の下の 240を選択します（反転させます）。

3 [プロパティ]ボタンをクリックします。

4 [ノードの追加／編集]ダイアログで、以下の設定をします。
・「Node#」は、CX-Positionの PC追加時の[ネットワーク設定]内の「ノードア
ドレス」の値に合わせることが必要です。

FinsGateway FinsGatewayのデ
フォルトの設定

CX-PositionのPC追加 CX-Positionの PC追加の
デフォルトの設定

[ノード]タブ内
の「Node#」

240 [ネットワーク設定]内
の「ノードアドレス」

0
FinsGatewayがデフォル
トの場合、これを 240に合
わせることが必要

・「機種」は、C200Hのままでもかまいません。
・「プロトコル」は、「SYSWAY-CV」に変更します。

FinsGateway 設定

[ノード]タブ内の「プロトコル」 SYSWAY-CV

・「号機」は、接続先の PCの上位リンクとしての号機 No.（子局識別番号）が 0
の場合、デフォルトの 0のままとします。

注：通信が開始された状態でプロトコルを変更しても有効となりません。その場合は、い
ったん上位リンク通信を停止して、再び開始してください。

参考：・「Node#」は、シリアル接続先の機器（この場合 PC）に対する FINSノードアド
レスです。上位リンクの場合、240がデフォルトで割り付けられます。この値は、
シリアル接続先の機器を、FINS ネットワーク上のノードとして識別するために
割り当てた値です。他の FINSノードアドレスと重複しない限り、どの値でもか
まいません。ただし、CX-Position の PC 追加の「ノードアドレス」と一致して
いることが必要です。

・「号機」は、上位リンクの場合、シリアル接続先の機器の上位リンクの号機 No. （子
局識別番号）です。実際の対象とする CPU ユニットまたはシリアルコミュニケ
ーションユニットの上位リンク号機 No.と一致していることが必要です。

手順 4　通信条件を対象 PCの通信条件に一致させる

1 [通信ユニット]タブをクリックします。
デフォルトは、伝送速度：9600 ビット/s、データビット長：7 ビット、ストップ
ビット長：2ビット、パリティ：偶数、再送回数：0、タイムアウト時間：5000ms
です。

2 接続対象の PCの通信条件と一致させてください。

3 [ネットワーク]タブをクリックします。
デフォルトは、（ネットワーク番号：グレーアウトしていて 0、）自ノード番号：
31、通信ユニット番号：24です。上位リンクの場合、デフォルトのまま使用しま
す。
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参考：・「ネットワーク番号」は、SerialUnit（仮想ユニット）の FINS上のネットワークアド
レスです。上位リンクで使用する場合、0 がデフォルトで割り付けられ、固定です。
CX-Positionの PC追加の「ネットワークアドレス」と一致していることが必要です。

・「自ノード番号」は、SerialUnit（仮想ユニット）の FINS上のノードアドレスです。
上位リンクで使用する場合、31 がデフォルトで割り付けられます。他の FINS ノード
アドレスと重複しない限り、どの値でもかまいません。

・「通信ユニット番号」は、SerialUnit（仮想ユニット）内の各 COMポートの FINS号
機アドレスです。上位リンクで使用する場合、24 がデフォルトで割り付けられます。
同一ノードアドレス内の他の FINS号機アドレスと重複しない限り、どの値でもかまい
ません。

（通信回線の設定、通信プロコル、および通信条件の設定が完了したら、上位リンクが
起動できます。）

手順 5　上位リンク通信を開始する
通信ユニット(サービス)の設定ができたら通信を開始します。FinsGatewayを使ってデ
バイスと通信するためには、必ず通信ユニットのサービスを開始しておかなければいけ
ません。

1 [FinsGatewayの設定]画面の[基本]タブの中の[サービス]アイコンをクリックしま
す。

2 [サービスの設定]枠内の[SerialUnit]アイコンをクリックします。
[サービスの設定]枠内の[開始]ボタンをクリックします。

ここをクリックします。

3 正常にサービスが開始されると、[状態]の表示が「開始」に変わり、同時に
[SerialUnit]アイコンの×表示が消えます。

手順 6　CX-Positionから、オンライン操作をする
CX-Positionから、データの転送（ダウンロード、アップロード）、照合、NCモニタ
などの、各種オンライン操作が可能となります。
以降、必要に応じて、ステータスバーに表示される[サービスマネージャ]アイコン 
から、以下の操作をすることができます。

1） [サービスマネージャ]アイコンを右クリックして、ポップメニューから[設定]を選
択して、FinsGatewayの設定を行うこともできます。

2） [サービスマネージャ]アイコンを右クリックして、ポップメニューから[サービス
を全て終了]を選択して、サービスを終了させることもできます。
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ここでは、パソコン（CX-Position）と NCユニットとの間でデータを転送／照合する
操作と、NCユニットへ転送したデータを NCユニットのフラッシュメモリに書き込む
操作について説明します。

パソコンと PCが接続ケーブルで接続され、オンライン接続ができていることを確認し
てからデータの転送／照合／フラッシュメモリへの書き込みを実行してくだい。

「2－2　PCとの接続」／「6－2　FinsGatewayの設定」参照

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフト（CX-Programmer／CX-
Protocol／CX-Motionなど）、または専用シリアルドライバ利用のアプリケーション
が、オンライン接続中の場合、それらと同一の COMポートを使用して、CX-Position
からオンライン操作をすることはできません。

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフトまたは専用シリアルドライ
バ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、 FinsGatewayの Serial Unitの
サービスを開始した上で、再度オンライン操作を実行してください。
逆に、CX-Positionをオンライン操作中には、CX-Serverによって通信をするオムロ
ン製のツールソフトを同一 COMポートを使用してオンライン接続することはでき
ません。

お願い

お願い
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7－1　データをダウンロードする

■データをダウンロードするには

編集したプロジェクトのデータをパソコン（CX-Position）から NCユニットへ転送し
ます。

1 プロジェクトツリーで転送先の NCユニットを選択します。

2 [オンライン(L)]｜[ダウンロード(D)]をクリックします。

3 [データの種類］で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、ダウンロードしたいデータをチェックします。
[変更データ]をクリックすると、変更されたデータだけが選択されます。

4 [OK]をクリックします。
転送中に[キャンセル]を押すと、転送は中止されます。
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5 ダウンロードが完了すると、フラッシュメモリへの書き込みを実行するか、どう
かの確認のダイアログが表示されます。

6 [OK]をクリックします。
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7－2　データをアップロードする

■データをアップロードするには

NCユニットのデータをパソコン（CX-Position）へ転送します。

1 プロジェクトツリーで転送元の NCユニットを選択します。

2 [オンライン(L)]｜[アップロード(U)]をクリックします。

3 [データの種類］で、転送するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、アップロードしたいデータをチェックします。

4 [OK]をクリックします。
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■プロジェクトを自動設定するには

オンライン接続されている状態で、オンライン接続先の PCに装着された全 NCユニッ
トの情報を読み出して、それをもとにプロジェクトの下の指定 PCの下の NCを自動生
成することができます。
このとき、指定 PCの全 NCユニットの各データもすべて読み出して、プロジェクトに
組み込むことも可能です。

1 [編集]｜[新規 PC]をクリック、または右クリックしてポップアップメニューから
[新規 PC]をクリックし、PCを作成します。

2 プロジェクトツリー上の PCを選択し、[オンライン]｜[プロジェクトの自動設定]
をクリックします。

2 NCユニットの全データも読み出す場合は、[データのアップロード]をチェックし
ます。

3 [OK]をクリックします。プロジェクトが自動生成されます。
データのアップロードありの場合

データのアップロードなし
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7－3　データを照合する

■データを照合するには

パソコン（CX-Position）のデータと NCユニットのデータを照合します。

1 プロジェクトツリーで照合先の NCユニットを選択します。

2 [オンライン(L)]｜[照合(V)]をクリックします。

3 [データの種類］で、照合するデータを選択します。すべてのデータの場合は、[全
データ]をチェックします。データを個別に指定する場合は、[指定データ]をチェ
ックした後、照合したいデータをチェックします。

4 [OK]をクリックします。
途中で[キャンセル]を押すと、照合を中止します。

5 照合が完了すると、次の画面が表示されます。
[閉じる]をクリックします。照合が完了します。
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照合中に、照合異常（データの不一致）が発生したときは、次の画面が表示され
ます。[閉じる]をクリックします。照合を中止します。

パソコンのデータは「10」 NCユニットのデータは
「-32766」

X軸シーケンスデータ No.2
で照合エラーが発生したこ
とを示します。
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7－4　データをフラッシュメモリに書き込む

■データをフラッシュメモリに書き込むには

NCユニット内のすべてのデータ、または指定したデータをフラッシュメモリへ書き込
みます。

注意
NCユニットへパラメータやデータを転送した後は、必ずフラッ
シュメモリへのバックアップを行ってください。
行わない場合は、次の電源投入時に転送前の状態に戻ってしまい、
機器が誤動作する可能性があります。

1 プロジェクトツリーでフラッシュメモリ書き込みを行う NC ユニットを選択しま
す。

2 [オンライン(L)]｜[フラッシュメモリ書込み(R)]をクリックします。

3 [OK]をクリックします。

4 [OK]をクリックします。
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[NC モニタ]では、NC ユニットの現在位置、エラーコード、ステータスを画面に表示
します。4 ユニット分のシーケンス No.、現在位置を表示する[多号機モニタ]もありま
す。
その他、運転用リレーエリアのモニタ、運転用データエリアのモニタ、NCユニットの
異常履歴を表示することができます。NC ユニットの異常履歴表示については、「10
－1　NCユニットの異常履歴」を参照してください。

パソコンと PCが接続ケーブルで接続され、オンライン接続ができていることを確認し
てからモニタ操作を実行してくだい。

「2－2　PCとの接続」／「6－2　FinsGatewayの設定」参照

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフト（CX-Programmer／CX-
Protocol／CX-Motionなど）、または専用シリアルドライバ利用のアプリケーション
が、オンライン接続中の場合、それらと同一の COMポートを使用して、CX-Position
からオンライン操作をすることはできません。

・CX-Serverによって通信するオムロン製のツールソフトまたは専用シリアルドライ
バ利用のアプリケーションをオフラインにしてから、 FinsGatewayの Serial Unitの
サービスを開始した上で、再度オンライン操作を実行してください。
逆に、CX-Positionをオンライン操作中には、CX-Serverによって通信をするオムロ
ン製のツールソフトを同一 COMポートを使用してオンライン接続することはでき
ません。

お願い

お願い
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8－1　NCモニタ

■NCユニットの状態をモニタするには
[NC モニタ]では、NC ユニットの現在位置、エラーコード、シーケンス No.、入出力
の状態を画面に表示します。

1 プロジェクトツリー上で、モニタしたい NCユニットをクリックした後、[オンラ
イン(L)]｜[モニタ(M)]をクリックします。
NC モニタを実行した後、別の NC ユニットをモニタしたい場合は、[号機指定]
ドロップダウンリストから選択します。

例：4軸制御の NCユニットのモニタ画面

[現在位置]には、各軸の現在位置が表示されます。
[エラーコード]には、エラーコードとエラー内容が表示されます。
[ステータス]には、各軸のシーケンス No.と入出力の状態が表示されます。入出力
がある場合「●」で表示されます。

エラーの詳細については、各 NCユニットのユーザーズマニュアルを参照するか、
または[ヘルプ]をクリックして確認してください。
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8－2　多号機モニタ

■4台の NCユニットの状態を一度にモニタするには
[多号機モニタ]では、4ユニット分の各軸のシーケンス No.、現在位置を 1つの画面に
表示します。

1 プロジェクトツリー上で、PCまたは NCユニットを選択した後、[オンライン(L)]
｜[多号機モニタ]をクリックします。
多号機モニタ実行後は、[号機指定]ドロップダウンリストで、モニタしたい NCユ
ニットを選択し直すこともできます。

例：4軸制御の NCユニットの多号機モニタ画面

各軸のシーケンス No.と現在位置が表示されます。
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8－3　運転用リレーエリアモニタ

■運転用リレーエリアをモニタするには

PCに割り付けられた運転用リレーエリア（高機能 I/Oユニット用リレーエリア）をモ
ニタします。

1 プロジェクトツリーで、運転用リレーエリアをモニタしたい NC ユニットをクリ
ックします。

2 [オンライン(L)]｜[運転用リレーエリアモニタ]をクリックします。

3 [自動モニタ開始]または[手動モニタ実行]をクリックします。モニタを開始します。
[自動モニタ開始]：[自動モニタ停止]をクリックするまで、モニタを続けます。
[手動モニタ実行]：[手動モニタ実行]をクリックしたとき、モニタ画面の内容を更

新します。

表示される運転用リレーエリアは、以下のとおりです。

割付 CH（n = 2000+10×号機 No.）
NC1□3 NC2□3 NC4□3

X軸 X軸 Y軸 X軸 Y軸 Z軸 U軸
指令 1 n n n+2 n n+2 n+4 n+6
指令 2 n+1 n+1 n+3 n+1 n+3 n+5 n+7
ステータス n+2 n+4 n+7 n+8 n+11 n+14 n+17
入出力状態 n+3 n+5 n+8 n+9 n+12 n+15 n+18
エラーコード n+4 n+6 n+9 n+10 n+13 n+16 n+19

ビット単位の割付の詳細については、使用する NC ユニットのユーザーズマニュ
アルを参照してください。
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8－4　運転用データエリアモニタ

■運転用データエリアをモニタするには

PCに割り付けられた運転用データエリア（高機能 I/Oユニット用 DMエリアまたは任
意の DM/EMエリア）をモニタします。

1 プロジェクトツリーで、運転用データエリアをモニタしたい NC ユニットをクリ
ックします。

2 [オンライン(L)]｜[運転用データエリアモニタ]をクリックします。

3 [自動モニタ開始]または[手動モニタ実行]をクリックします。モニタを開始します。
[自動モニタ開始]：[自動モニタ停止]をクリックするまで、モニタを続けます。
[手動モニタ実行]：[手動モニタ実行]をクリックしたとき、モニタ画面の内容を更
新します。
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表示される運転用データエリアは、以下のとおりです。

割付 CH（＊1）
NC1□3 NC2□3 NC4□3

X軸 X軸 Y軸 X軸 Y軸 Z軸 U軸
l+8 l+8 l+20 l+8 l+20 l+32 l+44位置指令
l+9 l+9 l+21 l+9 l+21 l+33 l+45
l+10 l+10 l+22 l+10 l+22 l+34 l+46速度指令
l+11 l+11 l+23 l+11 l+23 l+35 l+47
l+12 l+12 l+24 l+12 l+24 l+36 l+48加速時間
l+13 l+13 l+25 l+13 l+25 l+37 l+49
l+14 l+14 l+26 l+14 l+26 l+38 l+50減速時間
l+15 l+15 l+27 l+15 l+27 l+39 l+51

シーケンス No. l+16 l+16 l+28 l+16 l+28 l+40 l+52
オーバーライド l+17 l+17 l+29 l+17 l+29 l+41 l+53
ティーチングアド
レス

l+18 l+18 l+30 l+18 l+30 l+42 l+54

予備 l+19 l+19 l+31 l+19 l+31 l+43 l+55
l+20 l+32 l+36 l+56 l+60 l+64 l+68現在位置
l+21 l+33 l+37 l+57 l+61 l+65 l+69

シーケンス No. l+22 l+34 l+38 l+58 l+62 l+66 l+70
出力コード l+23 l+35 l+39 l+59 l+63 l+67 l+71

＊1：先頭チャネル lは、共通パラメータ m、m+1CHの設定（m=D20000+100×号機 No.）
により異なります。使用する NC ユニットのユーザーズマニュアルを参照してくだ
さい。

＊2：運転用データエリアの詳細については、使用する NCユニットのユーザーズマニュア
ルを参照してください。
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印刷

ここでは、データの印刷について説明します。
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9－1　データを印刷する

■データを印刷するには

すべてのデータ、または指定したデータを印刷します。
シーケンスデータの場合は、範囲（データ No.）を指定して印刷することができます。

1 プロジェクトツリー上で、印刷したいデータ、または NCユニットを選択します。

2 [ファイル(F)]｜[印刷]をクリックします。

例：4軸制御の NCユニットを選択した場合

2軸制御の場合は、X軸と Y軸の画面、1軸制御の場合は、X軸だけの画面となり
ます。また、NCユニットを選択後[印刷]をクリックすると、すべてのデータがチ
ェックされた画面が表示されます。データを選択後[印刷]をクリックすると、選択
したデータだけがチェックされた画面が表示されます。

3 すべてのデータを印刷する場合は、[全て選択]をクリックします。個別にデータを
印刷する場合は、そのデータをチェックします。
シーケンスデータの場合、チェックすると、[全て]が選択されます。範囲を指定し
て印刷するときは、[範囲指定]をクリックした後、印刷を開始するデータ No.と終
了するデータ No.を入力します。
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4 [OK]をクリックします。

印字例：
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第 10章
異常履歴とトラブルシュ
ーティング

ここでは、NCユニットで発生した異常履歴の表示と、トラブルシューティングについ
て説明します。
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10－1　NCユニットの異常履歴

■概要

NCユニットで発生した異常を、最大 20まで記録して表示します。
21個目が発生すると、古いものから削除されます。

■NCユニットの異常履歴を表示させるには

1 プロジェクトワークツリーで異常履歴を表示させたい NC ユニットをクリックし
た後、[オンライン(L)]｜[異常履歴の表示]をクリックします。

［クリア］をクリックすると、異常履歴は削除されます。

「異常コード」0350～0354は NCユニット異常です。この場合、「詳細情報」には
NCユニットのエラーコードが表示されます。

参　考
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■原因と処置

各エラーコードの原因と処置の詳細については、各NCユニットのユーザーズマニュアルの「第 11章　ト
ラブルシューティング」、または[ヘルプ]｜[ユニットエラー]をクリックして、[ユニットエラーヘルプ]
を参照してください。

電源投入時のデータチェック

電源投入時にチェックするエラーは、次のとおりです。

分類 項目名 エラー
コード

原因 解除方法

パラメータ破壊 0001 NCユニットに保存されている各軸パラメータを
使用する場合、フラッシュメモリに保存されてい
るパラメータが破壊されています。フラッシュメ
モリ保存中に、NCユニットの電源を切ったり、ノ
イズ、フラッシュメモリの異常が考えられます。

データ破壊 0002 フラッシュメモリに保存されている以下のデータ
が破壊されています。
ゾーンデータ、シーケンスデータ、速度データ、
加減速データ、位置データ、ドウェルタイマデ
ータ

フラッシュメモリ保存中に、NCユニットの電源を
切ったり、ノイズ、フラッシュメモリの異常が考
えられます。

この状態では、データ転送（書き込みと読
み出し）とデータ保存の操作しか実行でき
ません。
ユニットの各軸パラメータおよびデータ
は、すべて工場出荷値になっています。各
軸分のパラメータ、データを転送し、デー
タ保存を実行したあと、電源を入れ直す
か、リスタートしてください。それでも、
頻繁に本異常が発生する場合、フラッシュ
メモリの異常が考えられますので、NCユニ
ットを交換してください。

データ破壊

F-ROMチェック
データ破壊

0003 フラッシュメモリに保存されているフラッシュメ
モリの異常情報のデータが破壊されています（弊
社の保守用データの破壊）。フラッシュメモリ保
存中に、NCユニットの電源を切ったり、ノイズ、
フラッシュメモリの異常が考えられます。

この異常が発生しても、エラーリセットを
行うことで、続けて次の操作を行うことが
できます。
エラーリセットを行った後、次の操作を実
行してください。

運転用データ
エリア指定エラー

0010 運転用データエリアの指定（mCH）が次のように
正しくありません。
・エリア指定：00、0D、0E以外が設定されている。
・バンク指定：エリア指定で 0Eを指定している
が、00～0C以外が設定されている。

運転用データ
エリアチャネルエ
ラー

0011 運転用データエリアの先頭チャネル指定
（m+1CH）が設定可能範囲をオーバーしていま
す。

パラメータ指定エ
ラー

0013 各軸パラメータの指定（m+2CH）で、パラメータ
指定に、00、01以外が設定されています。

共通パラメ
ータ

軸指定エラー 0014 各軸パラメータの指定（m+2CH）で、パラメータ
指定に 01を指定しているが、軸指定に、1軸、2
軸、4軸ユニットで搭載している軸以外の軸に 1
が設定されています。

この状態では、データ保存の操作しか実行
できません。また、各軸パラメータと全デ
ータは、すべて工場出荷値となっていま
す。共通パラメータのデータを修正（4章を
参照）したあと、電源を入れ直すか、リス
タートしてください。

各軸パラメ
ータ

レスポンスタイム
アウト

0020 PC上に設定されている各軸のパラメータをNCユ
ニットで読み込めませんでした。

CX-Programmerで設定するサイクリック監
視時間を長くして、電源を入れ直すか、リ
スタートしてください。数回実施しても、
再度本エラーが発生する場合、PC、または
NCユニットの故障が考えられます。PC、
または NCユニットを交換してください。

起動速度エラー 1000 各軸パラメータの起動速度が、各軸パラメータの
最高速度を越えています。

起動速度

起動パルス指定エ
ラー

1001 各軸パラメータの起動パルス指定が、0000、0001
以外です。

最高速度 最高速度エラー 1010 各軸パラメータの最高速度が範囲外
（1～500kpps以外）です。

この状態では、データ転送（書き込みと読
み出し）とデータ保存の操作しか実行でき
ません。
ユニットの各軸パラメータは、すべて工場
出荷値になっています。該当する各軸パラ
メータを修正したあと、電源を入れ直す
か、リスタートしてください。
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分類 項目名 エラー
コード

原因 解除方法

加速時間データエ
ラー

1310 各軸パラメータの原点サーチ加速時間が範囲外（0
～250s以外）です。

減速時間データ
エラー

1320 各軸パラメータの原点サーチ減速時間が範囲外（0
～250s以外）です。

加減速カーブ
エラー

1330 各軸パラメータの加減速カーブの設定が 0、1以外
です。

加減速デー
タ

位置決め監視時間
エラー

1332 各軸パラメータの位置決め監視時間が範囲外（0～
9999ms以外）です。

原点補正エラー 1600 各軸パラメータの原点補正値が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

原点サーチ高速エ
ラー

1601 各軸パラメータの原点サーチ高速速度が各軸パラ
メータの最高速度を超えています。

原点サーチ近傍エ
ラー

1602 各軸パラメータの原点サーチ近傍速度が各軸パラ
メータの最高速度を超えています。

原点サーチ速度エ
ラー

1603 各軸パラメータの原点サーチ速度が原点サーチ高
速速度≦原点サーチ近傍速度となっています。

動作モード選択エ
ラーエラー

1604 各軸パラメータの動作モード選択が範囲外（0～3
以外）です。

原点サーチ動作エ
ラー

1605 各軸パラメータの原点サーチ動作が範囲外（0～2
以外）です。

原点サーチ方向エ
ラー

1606 各軸パラメータの原点サーチ方向が範囲外（0～1
以外）です。

原点サーチ

原点検出方法
エラー

1607 各軸パラメータの原点サーチ動作で「一方向モー
ド以外」を選択しているにもかかわらず、原点検
出方法で 0～2以外を設定しています。

バックラッシュ補
正値エラー

1700 各軸パラメータのバックラッシュ補正値が範囲外
（0～9,999パルス以外）です。

バックラッ
シュ補正

バックラッシュ補
正速度エラー

1710 各軸パラメータのバックラッシュ補正速度が、各
軸パラメータの最高速度を越えています。

CW限界値エラー 1800 各軸パラメータで CW側ソフトリミットが範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ソフトリミ
ット

CCW限界値
エラー

1801 各軸パラメータで CCW側ソフトリミットが範囲
外（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

この状態では、データ転送（書き込みと読
み出し）とデータ保存の操作しか実行でき
ません。
ユニットの各軸パラメータは、すべて工場
出荷値になっています。該当する各軸パラ
メータを修正したあと、電源を入れ直す
か、リスタートしてください。

即停止入力信号 6000 即停止入力信号が入力されています。

CW限界停止 6100 CW限界入力信号が入力されています。
センサ入力

CCW限界停止 6101 CCW限界入力信号が入力されています。

・即停止入力信号を解除したあと、パルス
出力禁止解除を実行してください。限界
入力時は、パルス出力禁止解除を実行
後、限界入力と逆方向に移動させてくだ
さい。
・各軸パラメータの信号種別（N.C./N.O.）
の設定を確認してください。
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■指令実行時のチェック

●データ書き込み指令時のデータチェック

分類 項目名 エラー
コード

原因 解除方法 エラー発生時の
動作

起動速度エラー 1000 各軸パラメータの起動速度が各軸パラメータの最高
速度を越えています。

起動速度

起動パルス指定エラー 1001 各軸パラメータの起動パルス指定が、0000、0001以
外です。

最高速度 最高速度エラー 1010 各軸パラメータの最高速度が範囲外（1～500kpps以
外）です。

加速時間データエラー 1310 各軸パラメータの原点サーチ加速時間が範囲外（0～
250s以外）です。

加速時間データエラー 1311
～

1319

加速時間データの No.1～9が範囲外（0～250s以外）
です。エラーコードの下位 1桁はエラーとなった加速
時間データ No.を示します。

減速時間データエラー 1320 各軸パラメータの原点サーチ減速時間が範囲外（0～
250s以外）です。

減速時間データエラー 1321
～

1329

減速時間データの No.1～9が範囲外（0～250s以外）
です。エラーコードの下位 1桁はエラーとなった減速
時間データ No.を示します。

加減速カーブエラー 1330 各軸パラメータの加減速カーブの設定が 0、1以外で
す。

加減速データ

位置決め監視時間
エラー

1332 各軸パラメータの位置決め監視時間が範囲外（0～
9,999ms以外）です。

速度データ 速度データエラー 1500
～

1599

速度データの No.0～99の速度指令が範囲外（1pps～
1,000kpps以外）です。
エラーコードの下位 2桁はエラーとなった速度データ
No.00～99を示しています。

原点補正値エラー 1600 各軸パラメータの原点補正値が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。

原点サーチ高速速度エ
ラー

1601 各軸パラメータの原点サーチ高速速度が各軸パラメ
ータの最高速度を超えています。

原点サーチ近傍速度エ
ラー

1602 各軸パラメータの原点サーチ近傍速度が各軸パラメ
ータの最高速度を超えています。

原点サーチ速度矛盾 1603 各軸パラメータの原点サーチ速度が原点サーチ高速
速度≦原点サーチ近傍速度となっています。

動作モード選択エラー 1604 各軸パラメータの動作モード選択が範囲外（0～3以
外）です。

原点サーチ動作エラー 1605 各軸パラメータの原点サーチ動作が範囲外（0～2以
外）です。

原点サーチ方向エラー 1606 各軸パラメータの原点サーチ方向が範囲外（0～1以
外）です。

原点サーチ

原点検出方法エラー 1607 各軸パラメータの原点サーチ動作で「一方向モード以
外」を選択しているにもかかわらず、原点検出方法で
0～2以外を設定しています。

バックラッシ
ュ補正

バックラッシュ補正値
エラー

1700 各軸パラメータのバックラッシュ補正値が範囲外（0
～9,999パルス以外）です。

CW限界値エラー 1800 各軸パラメータで CW側ソフトリミットが範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。

ソフトリミッ
ト

CCW限界値エラー 1801 各軸パラメータで CCW側ソフトリミットが範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）で
す。

転送したデー
タを確認し、誤
ったデータを
修正したあ
と、再度データ
を転送してく
ださい。

本エラーが発生
すると、転送時に
指定したすべて
のデータ（エラー
があるデータを
含む）を破棄しま
す。また、動作中
の軸は、すべて減
速停止します。
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分類 項目名 エラー
コード

原因 解除方法 エラー発生時の動
作

ゾーン 0　CWエラー 1900 ゾーン 0データの CW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ゾーン 0　CCWエラー 1901 ゾーン 0データの CCW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ゾーン 1　CWエラー 1910 ゾーン 1データの CW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ゾーン 1　CCWエラー 1911 ゾーン 1データの CCW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ゾーン 2　CWエラー 1920 ゾーン 2データの CW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

ゾーン

ゾーン 2　CCWエラー 1921 ゾーン 2データの CCW側が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以外）
です。

位置データ 目標位置エラー 2000
～

2099

位置データが範囲外（－1,073,741,823～
1,073,741,823パルス以外）です。エラーコード
の下位 2桁はエラーとなった位置データ No.00～
99を示します。

シーケンス
データ

シーケンスデータエラー 3000
～

3099

シーケンスデータに以下のエラーがあります。
・終了パターンが 0～6以外です。
・起動速度 No.が 00～99以外です。
・加速時間 No.が 0～9以外です。
・減速時間 No.が 0～9以外です。
・目標速度 No.が 00～99以外です。
・ドウェルタイマ No.が 00～19以外です。
軸指定で、次のエラーがあります。
・1軸ユニットで、Y、Z、U軸を指定している。
・2軸ユニットで、Z、U軸を指定している。
・割込定寸送り、速度制御にもかかわらず、複数
の軸を指定している。または、軸指定がすべて
0である。

エラーコードの下位 2桁はエラーとなったシーケ
ンスデータ No.00～99を示します。

ドウェルタ
イマデータ

ドウェルタイマエラー 4001
～

4019

ドウェルタイマデータが範囲（0～9．99s）以外
です。エラーコードの下位 2桁はエラーとなった
ドウェルタイマデータ No.00～19を示します。

転送したデータ
を確認し、誤った
データを修正し
たあと、再度デー
タを転送してく
ださい。

本エラーが発生す
ると、転送時に指
定したすべてのデ
ータ（エラーがあ
るデータを含む）
を破棄します。ま
た、動作中の軸
は、すべて減速停
止します。
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●起動開始時および起動中のエラーチェック

分類 項目名 エラー
コード

原　　因 解除方法 エラー発生時の動作

CW限界値 5030 ・次の指令を受け付けた時、指定された位
置データで位置決めを実行すると、CW
側ソフトリミットを超えるため、起動で
きません。
・絶対移動指令、相対移動指令、現在
位置プリセット

・メモリ運転の位置決め指令（絶対、
相対指定）

・メモリ運転の速度制御、または割込定寸
送り中に、ソフトリミットを超えまし
た。

ソフトリミ
ット

CCW限界値 5031 ・次の指令を受け付けた時、指定された位
置データで位置決めを実行すると、CCW
側ソフトリミットを超えるため、起動で
きません。
・絶対移動指令、相対移動指令、現在
位置プリセット

・メモリ運転の位置決め指令（絶対、
相対指定）

・メモリ運転の速度制御、または割込定寸
送り中に、ソフトリミットを超えまし
た。

位置データを調べて修
正し、パルス出力禁止解
除を行った後、起動し直
してください。

原点 現在位置不明 5040 原点未確定状態で以下の指令を実行しよう
としました。
・アブソリュート指定のメモリ運転
・絶対移動指令の直接運転
・ティーチング
・原点復帰

原点サーチ、または現在
位置プリセットを実行
して、原点を確定したあ
と、指令を再実行してく
ださい。

CW限界に停止
中

5060 CW限界入力中に、CW限界方向への起動
指令を実行しました。

CCW方向へ移動させて
ください。

限界停止

CCW限界に停
止中

5061 CCW限界入力中に、CCW限界方向への起
動指令を実行しました。

CW方向へ移動させて
ください。

・今回の起動指令は、実行さ
れません。
・速度制御、割込定寸送りを
実行中の軸で、ソフトリミ
ットをオーバーしたした
軸は、減速停止します。
・他の動作中の軸に影響は
ありません。

マニュアル CW
限界値

5070 JOG動作中にCW側ソフトリミットをオー
バしました。

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CCW方向
へ移動させてくださ
い。

・ソフトリミットをオーバ
ーした軸は減速停止しま
す。
・他の動作中の軸に影響は
ありません。

ソフトリミ
ット
（JOG）

マニュアル
CCW限界値

5071 JOG動作中に CCW側ソフトリミットをオ
ーバしました。

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CW方向へ
移動させてください。

即停止入力信号 6000 即停止入力信号の入力により、停止しまし
た。

即停止入力信号を解除
し、パルス出力禁止解除
を行ったあと、起動して
ください。

・信号が入力された軸は、直
ちに、パルス出力を停止し
ます。
・他の動作中の軸に影響は
ありません。

CW限界停止 6100 CW限界信号の入力により、停止しまし
た。

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CCW方向
へ移動させてくださ
い。

センサ入力

CCW限界停止 6101 CCW限界信号の入力により、停止しまし
た。

パルス出力禁止解除を
行ったあと、CW方向へ
移動させてください。



10－1　NCユニットの異常履歴

10-8

10
異
常
履
歴
と
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

分類 項目名 エラー
コード

原　　因 解除方法 エラー発生時の動作

原点近傍入力
信号なし

6200 「原点近傍入力信号あり」の設定
になっていますが、原点サーチ中
に原点近傍入力信号の入力があり
ませんでした。

原点近傍入力信号の配線、各軸パラメ
ータの入出力設定で、原点近傍入力信
号種別（N.C./N.O.）を確認したあと、
再度原点サーチを実行してくださ
い。信号種別を変更した場合、電源を
入れ直すか、リスタートしてくださ
い。

原点入力信号
なし

6201 原点サーチ中に原点入力信号の入
力がありませんでした。

原点入力信号の配線、各軸パラメータ
の入出力設定で、原点入力信号種別
（N.C./N.O.）を確認したあと、再度原
点サーチを実行してください。信号種
別を変更した場合、電源を入れ直す
か、リスタートしてください。

他の動作中の軸に影響は
ありません。

原点入力信号
異常

6202 モード 0で、原点サーチ中、原点
近傍入力信号の入力後の減速中に
原点入力信号の入力がありまし
た。

以下の対策を行い、減速が完了したあ
とに、原点入力信号が入るように、調
整してください。
・原点近傍入力信号用センサから
原点入力信号用センサまでの距
離を広げる。

・原点サーチの高速速度や近傍速
度を下げる。

・原点入力信号が入力さ
れた軸は、減速停止しま
す。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

両方向限界入
力信号入力中

6203 両側の限界入力信号が入力中のた
め、原点サーチを実行できませ
ん。

両側の限界入力信号の配線、各軸パラ
メータの入出力設定で、限界入力信号
種別（N.C./N.O.）を確認したあと、再
度原点サーチを実行してください。信
号種別を変更した場合、電源を入れ直
すか、リスタートしてください。

・今回の起動指令は実行
されません。

・他の動作中の軸に影響
はありません。

原点近傍入力
信号・限界入
力信号同時入
力中

6204 原点サーチ時、原点近傍入力信号
と原点サーチ方向の限界入力信号
が同時に入力されました。

原点近傍入力信号と限界入力信号の
配線、各軸パラメータの入出力設定
で、原点近傍入力信号と限界入力信号
の信号種別（N.C./N.O.）を確認したあ
と、再度原点サーチを実行してくださ
い。信号種別を変更した場合、電源を
入れ直すか、リスタートをしてくださ
い。

・信号が入力された軸
は、直ちにパルス出力を
停止します。

・他の動作中の軸に影響
はありません。

限界入力信号
すでに入力中

6205 ・一方向への原点サーチ時、すで
に原点サーチ方向の限界入力
信号が入力されています。

・近傍なしの原点サーチ時、原点
入力信号 ONで、原点サーチを
開始し、サーチ方向と逆の限界
入力信号と原点入力信号が同
時に ONしました。

限界入力信号の配線、各軸パラメータ
の入出力設定で、限界入力信号種別
（N.C./N.O.）を確認したあと、再度原
点サーチを実行してください。信号種
別を変更した場合、電源を入れ直す
か、リスタートしてください。

・今回の起動指令は、実行
されません。

・限界入力信号が入力さ
れた軸は、直ちにパル出
力を停止します。

・他の動作中の軸に影響
はありません。

原点サーチ

原点近傍入力
信号・原点反
転エラー

6206 ・限界反転の原点サーチで、原点
近傍入力信号の入力での反転
中に、原点サーチ方向の限界入
力信号が入力されました。

・限界反転の原点サーチで、原点
近傍入力信号を使用しない
時、原点入力信号の入力での反
転中に、原点サーチ方向の限界
入力信号が入力されました。

原点近傍入力信号、原点入力信号と限
界入力信号の取り付け位置、各軸パラ
メータの入出力設定で各信号の信号
種別（N.C./N.O.）を確認したあと、再
度原点サーチを実行してください。信
号種別を変更した場合、電源を入れ直
すか、リスタートしてください。

・限界入力信号が入力さ
れた軸は、直ちに、パル
出力を停止します。

・他の動作中の軸に影響
はありません。
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分類 項目名 エラー
コード

原　　因 解除方法 エラー発生時の動作

絶対移動位置エ
ラー

7000 絶対移動指令で設定した位置指令が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。

絶対移動速度エ
ラー

7001 絶対移動指令で設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

絶対移動加速時
間エラー

7002 絶対移動指令で設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

絶対移動指令

絶対移動減速時
間エラー

7003 絶対移動指令で設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

相対移動位置エ
ラー

7100 相対移動指令で設定した位置指令が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。

相対移動速度エ
ラー

7101 相対移動指令で設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

相対移動加速時
間エラー

7102 相対移動指令で設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

相対移動指令

相対移動減速時
間エラー

7103 相対移動指令で設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

割込定寸送り位
置エラー

7200 割込定寸送りで設定した位置指令が範囲外
（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス以
外）です。

割込定寸送り速
度エラー

7201 割込定寸送りで設定した速度指令が 0、または
各軸パラメータの最高速度を超えています。

割込定寸送り加
速時間エラー

7202 割込定寸送りで設定した加速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

割込定寸送り

割込定寸送り減
速時間エラー

7203 割込定寸送りで設定した減速時間が範囲外（0
～250（s）以外）です。

原点復帰エラー 7300 原点復帰で設定した速度指令が 0、または各軸
パラメータの最高速度を超えています。

原点復帰加速時
間エラー

7301 原点復帰で設定した加速時間が範囲外（0～
250（s）以外）です。

原点復帰

原点復帰減速時
間エラー

7302 原点復帰で設定した減速時間が範囲外（0～
250（s）以外）です。

現在位置プリ
セット

現在位置プリセ
ットエラー

7400 現在位置プリセットで設定した位置指令が範
囲外（－1,073,741,823～1,073,741,823パルス
以外）です。

JOG速度エラー 7500 JOGで設定した速度指令が 0、または各軸パラ
メータの最高速度を超えています。

JOG加速時間エ
ラー

7501 JOGで設定した加速時間が範囲外（0～250
（s）以外）です。

JOG

JOG減速時間エ
ラー

7502 JOGで設定した減速時間が範囲外（0～250
（s）以外）です。

範囲内のデータに修正
したあと、再度指令を実
行してください。

・今回の起動指令
は、実行されませ
ん。

・他の動作中の軸に
影響はありませ
ん。
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分類 項目名 エラー
コード

原　　因 解除方法 エラー発生時の動作

同じ軸に対して、以下に示す指令を複
数実行しようとしました。
起動、単独起動、原点サーチ、原点
復帰、現在位置プリセット、JOG、
ティーチング、パルス出力禁止解
除、絶対移動指令、相対移動指令、
割込定寸送り

同じ軸に対して、複数の指令が同時
に ONしないようにラダープログラ
ムを修正したあと、再度指令を実行
してください。

ビジー中の軸に対して、以下に示す指
令を実行しようとしました。
原点サーチ、原点復帰、現在位置プ
リセット、JOG、ティーチング、パ
ルス出力禁止解除、絶対移動指令、
相対移動指令、割込定寸送り

ビジー中の軸に対して、指令が ON
しないようにラダープログラムを修
正したあと、再度指令を実行してく
ださい。

軸を問わず、以下の指令中にデータ保
存を実行しようとしました。
起動、単独起動、原点サーチ、原点
復帰、現在位置プリセット、JOG、
ティーチング、パルス出力禁止解
除、絶対移動指令、相対移動指令、
割込定寸送り

データ保存を実行する場合は、すべ
ての軸がビジーでない時に実行する
ようにラダープログラムを修正した
あと、再度データ保存を実行してく
ださい。

以下に示す指令を複数実行しようと
しました。
データ書き込み、データ読み出し、
データ保存

データ転送（書き込み、読み出し）、
データ保存の指令が同時に ONしな
いようにラダープログラムを修正し
たあと、再度データ転送、またはデ
ータ保存を実行してください。

メモリ運転を起動した軸以外の軸か
ら、起動、または単独起動を実行しよ
うとしましたが、すでにその軸がメモ
リ運転中（ビジー中）でした。

ビジー中の軸に対して、指令が ON
しないようにラダープログラムを修
正したあと、再度指令を実行してく
ださい。

多重起動 多重起動 8000

データ転送中リレーが ONの時に、次
の指令を実行しようとしました。
データ書き込み、データ読み出し、
データ保存

データ転送中リレーが ON中に、デ
ータ転送（書き込み、読み出し）、
データ保存の指令が ONしないよう
にラダープログラムを修正したあ
と、再度データ転送、またはデータ
保存を実行してください。

・今回の起動指令は、実行
されません。

・指令を受ける前の指令
が、起動、単独起動、原
点サーチ、原点復帰、
JOG、絶対移動指令、相
対移動指令、割込定寸送
りの場合は、エラーが発
生した軸は、減速停止し
ます。

・補間動作の場合は、補間
軸すべてが減速停止しま
す。

・データ転送（書き込み、
読み出し）、データ保存
でエラーが発生した場
合、全軸減速停止しま
す。

・上記以外の動作中の軸に
影響はありません。

メモリ運転の指令があり、「シーケン
ス No.有効」は、「1」に設定されてい
ますが、指定したシーケンス No.が範
囲外（00～99以外）です。

シーケンス No.を確認・修正したあ
と、再度指令を実行してください。

電源 ON、リスタート、原点サーチ、
原点復帰、現在位置プリセット後のメ
モリ運転の指令時、「シーケンス No.
有効」が「0」に設定されているか、
強制介入リレーを ONとしました。

・「シーケンス No.有効」を「1」に
設定したあと、再度指令を実行し
てください。

・強制介入リレーを ONするタイミ
ングを変更してください。

指定したシーケンス No.のシーケンス
データの軸指定がすべて 0です。

シーケンスデータを修正したあと、
再度指令を実行してください。

シーケンス
No.エラー

8101

メモリ運転でバンク終了した後、強制
介入リレーを ONとしました。

強制介入リレーを ONするタイミン
グを変更してください。

・今回の起動指令は、実行
されません。

・他の動作中の軸に影響は
ありません。

メモリ運
転

速度エラー 8104 メモリ運転で位置決め実行時、シーケ
ンスデータで指定した速度データ No.
の速度データが「0」に設定されてい
ました。

速度データとシーケンスデータを確
認し、速度指令を「0」以外に修正し
たあと、再度実行してください。

・位置決め動作中に検出し
た場合は、減速停止しま
す。

・他の動作中の軸に影響は
ありません。
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分類 項目名 エラー
コード

原　　因 解除方法 エラー発生時の動作

ティーチング位
置 No.エラー

8200 ティーチング指令がありましたが、ティ
ーチング位置 No.が 00～99以外でし
た。

ティーチング No.を修正したあ
と、再度実行してください。

ティーチ
ング

ティーチング範
囲オーバー

8201 現在位置が－1,073,741,823～
1,073,741,823パルスをオーバーしてい
るため、ティーチングできません。

左記の範囲まで、JOG等で軸を
動かした後、再度実行してくだ
さい。

書き込み転送チ
ャネル数エラー

8310 ・書き込みチャネル数が 0、または書き
込みデータ数を超えています。
・原点サーチ高速速度と原点サーチ近
傍速度の 2つのパラメータを同時に
転送していません。

書き込み転送元
チャネルエラー

8311 書き込み元のチャネルが範囲外です。
書き込み元エリアが範囲外です。

書き込み転送先
アドレスエラー

8312 書き込み先のアドレスが範囲外です。

読み出し転送チ
ャネル数エラー

8320 読み出しチャネル数が 0、または読み出
しデータ数を超えています。

読み出し転送元
アドレスエラー

8321 読み出し元のアドレスが範囲外です。

データ転
送

読み出し転送先
チャネルエラー

8322 読み出し先のチャネルが範囲外です。
読み出し先エリアが範囲外です。

各データを修正したあと、再度
実行してください。

・今回の起動指令は、実
行されません。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

偏差カウ
ンタリセ
ット／原
点合わせ
指令出力

偏差カウンタリ
セットエラー／
原点合わせ指令
出力エラー

8400 偏差カウンタリセット/原点合わせ指令
出力が使用できない状況で出力しよう
としました。

使用できる状況かどうかを確
認し、必要により、ラダープロ
グラムを修正したあと、再度実
行してください。

・指令した軸は、減速停
止します。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

オーバー
ライド

オーバーライド
エラー

8500 オーバーライドが範囲外（1～999%以
外）です。

データを修正したあと、再度実
行してください。

・指令した軸は、減速停
止します。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

位置決め 位置決めタイム
オーバ

8600 各軸パラメータで指定した時間内にサ
ーボドライバの位置決め完了信号が ON
しませんでした。

位置決め監視時間の調整、サー
ボ系のゲイン調整、位置決め完
了信号の配線確認・修正を行っ
たあと、再度実行してくださ
い。

・指令した軸は、減速停
止します。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

オーバーフロー 8601 移動距離が長すぎて動かせません（移動
距離が 2,147,483,646パルスを超えまし
た。または直線補間の移動距離が
2,147,483,520パルスを超えました。）。

一度に動かす移動距離を短く
（位置データを修正）して、再
度実行願います。

・指令した軸は、減速停
止します。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

IORD書式
エラー

8700 IORD命令を実行したとき、以下のエラ
ーが発生しました。
・NCユニットのアドレスが範囲外

インテリ
ジェント
R/W

IOWR書式
エラー

8701 IOWR命令を実行したとき、以下のエラ
ーが発生しました。
・NCユニットのアドレスが範囲外
・原点サーチ高速速度と原点サーチ近
傍速度の 2つのパラメータを同時に
転送していません。

データを修正したあと、再度実
行してください。

・今回のデータ転送は、
実行されません。
・他の動作中の軸に影響
はありません。

フラッシ
ュメモリ

フラッシュメモ
リ異常

9300 フラッシュメモリへデータを保存しよ
うとしましたが、フラッシュメモリの不
具合、または寿命のため保存できません
でした。

再度データ保存を実行してく
ださい。
正常に書き込めた場合、このエ
ラーは解除されます。
再度実行しても、このエラーが
発生する場合は、ユニットを交
換してください。
なお、データ保存は、最大 30
秒程度かかる場合がありま
す。

・今回の指令は、実行さ
れません。
・全軸、減速停止しま
す。
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10－2　トラブルシューティング

CX-Positionを操作中に発生するエラーメッセージと、原因、処置について、以下に示
します。

オンライン接続時、「通信エラーが発生しました」または「通信異常が発生しまし
た」というエラーメッセージが表示されたときの対処方法

「通信エラーが発生しました」�
または「通信異常が発生しました」�
というエラーメッセージが出る�

モニタはできますか？�
はい�

はい�

いいえ�

いいえ�
いいえ�

はい�

はい�

はい�

はい�

パソコンとPCとのケーブル�
は接続されていますか？�

書き込んだデータに間違いが�
ないかを確認してください。�

ラダーからNCユニットへデータ書込み�
をしていないかを確認してください。�

・ケーブルが抜けていないか、断線は�
　ないかを確認してください。�
・ケーブルを接続したパソコン側COM�
　ポートと、FinsGatewayで設定した�
　使用COMポートの番号が一致してい�
　るかを確認してください。�

いいえ�接続先のPCの電源は�
ONになっていますか？� PCの電源をONにしてください。�

いいえ�FinsGatewayのSerialUnit�
のサービスは開始されてい�

ますか？�

※1（次ページへ）�

FinsGatewayを起動し、通信設定をした後、FinsGatewayのSerialUnit�
のサービスを開始してください（第6章参照）。�
※FinsGatewayのSerialUnit起動時は、CX-Serverを使用したオムロン�
　製周辺ツール（CX-Programmer、CX-Protocol、CX-Motionなど）�
　で通信を行っていないことが必要です。�

いいえ�NCユニット装着後、I/O�
テーブルを作成しましたか？�

CX-Programmer、またはプロコンから�
「I/Oテーブル作成」操作を実行してください。�

ラダーからNCユニットへ�
データ書込みをしていますか？�
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CX-Serverを使用した�
周辺ツール（CX-Programmer）�

などで通信中ですか？�

いいえ�

はい�

下記の通信設定を確認してください（第6章参照）。�
・PC側の通信設定�
 シリアル通信モード：上位リンク（ディップスイッチ設定／PCシステム設定による）�
・CX-PositionのプロジェクトへのPC追加設定�
 上位リンク接続時は ・ネットワークアドレス：0�
  ・ノードアドレス：240のまま�
  ・号機アドレス：0�
・FinsGatewayの通信設定�
 上位リンク接続時は ・プロトコル：SYSWAY-CV�
  ・Node#：CX-Positionに設定したノードアドレスと一致している�
   こと（デフォルト：240）�
  ・号機：接続先PCの上位リンクとしての号機No.と一致していること�
  ・通信条件（伝送速度など）：接続先PCの通信条件と一致していること�
  ・[ネットワーク]タブの□ExclusiveのチェックがOFFであること�
※FinsGatewayの通信設定を変更した場合、FinsGatewayのSerialUnitのサービスを開始し直す必要�
　があります。�
�

CX-Serverを使用したオムロン製周辺�
ツール（CX-Programmer、CX-Protocol、�
CX-Motionなど）の通信を止めて、�
FinsGatewayのSerialUnitのサービスを�
停止後、開始し直してください。�

※1（前ページから）�

�

※FinsGatewayのSerialUnitのサービスを開始した状態では、CX-Serverを使用したオムロン製周辺ツールからは通信できません。�
　FinsGatewayのSerialUnitのサービスを停止した状態で通信を行ってください。�
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オンライン接続時、「選択されている PLCと接続されている PLC機種が違います」
というエラーメッセージが表示されたときの対処方法

「選択されているPLCと接続され�
ているPLC機種が違います」�
というエラーメッセージが出る�

CX-Positionに設定した�
PCと、接続されているPCは�

同一機種ですか？�

いいえ�

はい�

はい�

いいえ�

CX-Positionに設定した�
PCのネットワーク設定で、ノードアドレスが�

0に設定されていませんか？�

CX-PositionのPCのノードアドレスを、FinsGateway�
のNode#と一致させてください（なお、Node#に0は�
設定できません）。�

FinsGatewayのSerialUnitの自ノード�
番号をNode#と異なる値に設定して�
ください。（デフォルトの31など）。�

CX-Positionのプロジェクトツリーに、正しいPC機種�
を追加してください。�
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保証内容

1. 保証期間
納入しました商品の保証期間は、ご指定場所に納入後１年間と致します。

2. 保証範囲
上記保証期間中に当社側の責により故障を生じた場合は、その商品の故障部分の交換また
は修理を、その商品のご購入あるいは納入場所において無償で行わせていただきます。
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。
（1）本マニュアルまたは別途取り交わした仕様書等にて確認された以外の不適当な条件・

環境・取扱い並びに使用による場合
（2）故障の原因が納入品以外の事由による場合
（3）当社以外による改造または修理による場合
（4）商品本来の使い方以外の使用による場合
（5）当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった事由による場合
（6）その他、天災、災害など当社側の責ではない原因による場合
なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発
される損害はご容赦いただきます。

3. サービスの範囲
納入品の価格には、技術者派遣等のサービス費用は含んでおりません。
ご要望により、別途ご相談させていただきます。

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本以外での取引および
使用に関しては、別途当社営業担当者までご相談ください。
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